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(57)【要約】
【課題】異なる撮像条件で撮像された複数の画像を表示
部に表示させることにより、撮像条件の変更に対応する
画像の変化を確認する。
【解決手段】第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子（
撮像素子１００の一部の撮像素子）と第１撮像条件とは
異なる第２撮像条件で撮像を行う第２撮像素子（撮像素
子１００の一部の撮像素子とは異なる撮像素子）とが複
数配列され、第１撮像素子に入射した被写体像に応じて
生成された第１画像データと第２撮像素子に入射した被
写体像に応じて生成された第２画像データとを出力する
撮像部２０と、第１画像データにより示される第１画像
と第２画像データにより示される第２画像とを表示部５
０に表示して第１画像データ及び第２画像データの記録
態様を選択可能なように提示する制御部７１とを備える
。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子と前記第１撮像条件とは異なる第２撮像条件で
撮像を行う第２撮像素子とが複数配列され、前記第１撮像素子に入射した被写体像に応じ
て生成された第１画像データと前記第２撮像素子に入射した被写体像に応じて生成された
第２画像データとを出力する撮像部と、
　前記第１画像データにより示される第１画像と前記第２画像データにより示される第２
画像とを表示部に表示して前記第１画像データ及び前記第２画像データの記録態様を選択
可能なように提示する制御部と、
　を備える電子機器。
【請求項２】
　前記第１画像及び前記第２画像は、いずれもライブビュー画像であり、
　前記第１画像データ及び前記第２画像データの記録態様を選択する選択部を備え、
　前記撮像部は、前記選択部により選択された記録態様に対応する撮像条件で本撮像を行
う請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記選択部は、前記表示部に形成されたタッチパネルを有する請求項２記載の電子機器
。
【請求項４】
　前記撮像部の複数の撮像素子を少なくとも前記第１撮像素子と前記第２撮像素子とに分
割する分割部を備える請求項１から３のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記分割部は、前記撮像部の撮像領域において前記第１撮像素子及び前記第２撮像素子
をそれぞれ全面的に複数配置する請求項４記載の電子機器。
【請求項６】
　前記第１撮像条件と前記第２撮像条件とを設定する設定部を備える請求項１から５のい
ずれか一項に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記設定部は、前記第１撮像素子または前記第２撮像素子の一部の撮像素子の撮像条件
を、前記第１撮像条件または前記第２撮像条件と異なるように設定する請求項６記載の電
子機器。
【請求項８】
　前記設定部は、前記撮像条件として、フレームレート、ゲイン、露光時間のうち、少な
くとも１つを異ならせる請求項６または請求項７記載の電子機器。
【請求項９】
　前記設定部は、前記撮像条件として、ホワイトバランス、階調、色調補正のうち、少な
くとも１つを異ならせる請求項６から８のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記設定部は、前記第１画像と前記第２画像との明るさが同じになるように、露光時間
及びゲインのいずれか一方の変更に応じて、前記露光時間及び前記ゲインのいずれか他方
を変更する請求項６から９のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記第１画像と前記第２画像とを合成した画像を前記表示部に表示させ
る請求項１から１０のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記表示部において前記第１画像及び前記第２画像のいずれか一方を拡
大または縮小することに合わせて、前記第１画像及び前記第２画像のいずれか他方を拡大
または縮小する請求項１から１１のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子と前記第１撮像条件とは異なる第２撮像条件で
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撮像を行う第２撮像素子とが複数配列され、前記第１撮像素子に入射した被写体像に応じ
て生成された第１画像データと前記第２撮像素子に入射した被写体像に応じて生成された
第２画像データとを出力する撮像部を有する電子機器の制御方法であって、
　前記第１画像データにより示される第１画像と前記第２画像データにより示される第２
画像とを表示部に表示して前記第１画像データ及び前記第２画像データの記録態様を選択
可能なように提示することを含む電子機器の制御方法。
【請求項１４】
　第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子と前記第１撮像条件とは異なる第２撮像条件で
撮像を行う第２撮像素子とが複数配列され、前記第１撮像素子に入射した被写体像に応じ
て生成された第１画像データと前記第２撮像素子に入射した被写体像に応じて生成された
第２画像データとを出力する撮像部を有する電子機器の制御装置に、
　前記第１画像データにより示される第１画像と前記第２画像データにより示される第２
画像とを表示部に表示して前記第１画像データ及び前記第２画像データの記録態様を選択
可能なように提示する処理を実行させる制御プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器、電子機器の制御方法、及び制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　裏面照射型撮像チップと信号処理チップとが積層された撮像素子（以下、この撮像素子
を積層型撮像素子という。）を備えた電子機器が提案されている（例えば特許文献１参照
）。積層型撮像素子は、裏面照射型撮像チップと信号処理チップとが、複数画素をまとめ
たブロック単位ごとにマイクロバンプを介して接続されるように積層されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－４９３６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の積層型撮像素子を備えた電子機器において、複数のブロック単位ごとに
撮像して画像を取得する提案は多くなく、積層型撮像素子を備えた電子機器の使い勝手が
十分ではなかった。
【０００５】
　本発明の態様では、異なる撮像条件で撮像された複数の画像を表示部に表示させること
により、撮像条件の変更に対応する画像の変化を確認することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１態様によれば、第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子と第１撮像条件と
は異なる第２撮像条件で撮像を行う第２撮像素子とが複数配列され、第１撮像素子に入射
した被写体像に応じて生成された第１画像データと第２撮像素子に入射した被写体像に応
じて生成された第２画像データとを出力する撮像部と、第１画像データにより示される第
１画像と第２画像データにより示される第２画像とを表示部に表示して第１画像データ及
び第２画像データの記録態様を選択可能なように提示する制御部と、を備える電子機器が
提供される。
【０００７】
　本発明の第２態様によれば、第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子と第１撮像条件と
は異なる第２撮像条件で撮像を行う第２撮像素子とが複数配列され、第１撮像素子に入射
した被写体像に応じて生成された第１画像データと第２撮像素子に入射した被写体像に応
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じて生成された第２画像データとを出力する撮像部を有する電子機器の制御方法であって
、第１画像データにより示される第１画像と第２画像データにより示される第２画像とを
表示部に表示して第１画像データ及び第２画像データの記録態様を選択可能なように提示
することを含む電子機器の制御方法が提供される。
【０００８】
　本発明の第３態様によれば、第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子と第１撮像条件と
は異なる第２撮像条件で撮像を行う第２撮像素子とが複数配列され、第１撮像素子に入射
した被写体像に応じて生成された第１画像データと第２撮像素子に入射した被写体像に応
じて生成された第２画像データとを出力する撮像部を有する電子機器の制御装置に、第１
画像データにより示される第１画像と第２画像データにより示される第２画像とを表示部
に表示して第１画像データ及び第２画像データの記録態様を選択可能なように提示する処
理を実行させる制御プログラムが提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の態様によれば、異なる撮像条件で撮像された複数の画像を表示部に表示させる
ことにより、撮像条件の変更に対応する画像の変化を確認することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施形態の撮像素子の断面図である。
【図２】撮像チップの画素配列と単位グループを説明する図である。
【図３】撮像チップの単位グループに対応する回路図である。
【図４】撮像素子の機能的構成を示すブロック図である。
【図５】各ブロックにおける配列パターンを示す図である。
【図６】電子機器の一例であるデジタルカメラの概略構成を示す横断面図である。
【図７】第１実施形態に係るデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図８】第１実施形態のデジタルカメラに係る表示部を示す図である。
【図９】第１実施形態のシステム制御部が実行する撮影動作を説明するためのフローチャ
ートである。
【図１０】第１実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図１１】第１実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図１２】第１実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図１３】第１実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図１４】第２実施形態のデジタルカメラに係る表示部を示す図である。
【図１５】第２実施形態のシステム制御部が実行する撮影動作を説明するためのフローチ
ャートである。
【図１６】第２実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図１７】第２実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図１８】第３実施形態のデジタルカメラに係る画像処理部及びシステム制御部の機能ブ
ロック図である。
【図１９】第３実施形態における第１表示部及び第２表示部に画像を表示する場合の表示
例を示す図である。
【図２０】第４実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図２１】第５実施形態における電子ズームを行った場合の表示面５１Ｄの表示例を示す
図である。
【図２２】第６実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図２３】第７実施形態における表示面の表示例を示す図である。
【図２４】第８実施形態におけるストロボの発光タイミングと電荷蓄積のタイミングとを
示すタイミングチャートである。
【図２５】第９実施形態に係る撮像装置及び電子機器の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。ただし、本発明はこれに限
定されるものではない。また、図面においては、実施形態を説明するため、一部分を大き
くまたは強調して記載するなど適宜縮尺を変更して表現する場合がある。なお、以下の各
実施形態では、電子機器の例としてレンズ交換式のデジタルカメラを例に挙げて説明する
。
【００１２】
　＜第１実施形態＞
　図１は、本実施形態の撮像素子１００の断面図である。撮像素子１００は、本願出願人
が先に出願した特願２０１２－１３９０２６号に記載されているものである。撮像素子１
００は、入射光に対応した画素信号を出力する撮像チップ１１３と撮像チップ１１３から
出力された画素信号を処理する信号処理チップ１１１と信号処理チップ１１１で処理され
た画素信号を記憶するメモリチップ１１２とを備える。撮像チップ１１３、信号処理チッ
プ１１１及びメモリチップ１１２は積層されており、撮像チップ１１３及び信号処理チッ
プ１１１は、Ｃｕ等の導電性を有するバンプ１０９により互いに電気的に接続される。ま
た、信号処理チップ１１１及びメモリチップ１１２は、Ｃｕ等の導電性を有するバンプ１
０９により互いに電気的に接続される。
【００１３】
　図示した座標軸で示すように、入射光は主にＺ軸プラス方向へ向かって入射する。本実
施形態においては、撮像チップ１１３において、入射光が入射する側の面を裏面と称する
。また、座標軸で示すように、Ｚ軸に直交する紙面左方向をＸ軸プラス方向、Ｚ軸及びＸ
軸に直交する紙面手前方向をＹ軸プラス方向とする。以降のいくつかの図においては、図
１の座標軸を基準として、それぞれの図の向きがわかるように座標軸を表示する。
【００１４】
　撮像チップ１１３の一例は、裏面照射型のＭＯＳイメージセンサである。ＰＤ層１０６
は、配線層１０８の裏面側に配されている。ＰＤ層１０６は、二次元的に配され、入射光
に応じた電荷を蓄積する複数のフォトダイオード（Photodiode；以下、ＰＤという。）１
０４、及び、ＰＤ１０４に対応して設けられたトランジスタ１０５を有する。
【００１５】
　ＰＤ層１０６における入射光の入射側にはパッシベーション膜１０３を介してカラーフ
ィルタ１０２が設けられる。カラーフィルタ１０２は、可視光のうち特定の波長領域を通
過させるフィルタである。このカラーフィルタ１０２は、互いに異なる波長領域を透過す
る複数の種類を有しており、ＰＤ１０４のそれぞれに対応して特定の配列を有している。
カラーフィルタ１０２の配列については後述する。カラーフィルタ１０２、ＰＤ１０４、
及びトランジスタ１０５の組が一つの画素を形成する。
【００１６】
　カラーフィルタ１０２における入射光の入射側には、それぞれの画素に対応して、マイ
クロレンズ１０１が設けられる。マイクロレンズ１０１は、対応するＰＤ１０４へ向けて
入射光を集光する。
【００１７】
　配線層１０８は、ＰＤ層１０６からの画素信号を信号処理チップ１１１に伝送する配線
１０７を有する。配線１０７は多層であってもよく、また、受動素子及び能動素子が設け
られてもよい。配線層１０８の表面には複数のバンプ１０９が配される。これら複数のバ
ンプ１０９が信号処理チップ１１１の対向する面に設けられた複数のバンプ１０９と位置
合わせされる。そして、撮像チップ１１３と信号処理チップ１１１とが加圧等されること
により、位置合わせされたバンプ１０９同士が接合されて、電気的に接続される。
【００１８】
　同様に、信号処理チップ１１１及びメモリチップ１１２の互いに対向する面には、複数
のバンプ１０９が配される。これらのバンプ１０９が互いに位置合わせされる。そして、
信号処理チップ１１１とメモリチップ１１２とが加圧等されることにより、位置合わせさ
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れたバンプ１０９同士が接合されて、電気的に接続される。
【００１９】
　なお、バンプ１０９間の接合には、固相拡散によるＣｕバンプ接合に限らず、はんだ溶
融によるマイクロバンプ結合を採用してもよい。また、バンプ１０９は、例えば後述する
一つの単位グループに対して一つ程度設ければよい。従って、バンプ１０９の大きさは、
ＰＤ１０４のピッチよりも大きくてもよい。また、画素が配列された画素領域（図２に示
す画素領域１１３Ａ）以外の周辺領域において、画素領域に対応するバンプ１０９よりも
大きなバンプを併せて設けてもよい。
【００２０】
　信号処理チップ１１１は、表面及び裏面にそれぞれ設けられた回路を互いに接続するＴ
ＳＶ（Through-Silicon Via；シリコン貫通電極）１１０を有する。ＴＳＶ１１０は、周
辺領域に設けられる。また、ＴＳＶ１１０は、撮像チップ１１３の周辺領域や、メモリチ
ップ１１２に設けられてもよい。
【００２１】
　図２は、撮像チップ１１３の画素配列と単位グループを説明する図である。図２では、
特に、撮像チップ１１３を裏面側から観察した様子を示す。撮像チップ１１３において画
素が配列された領域を画素領域（撮像領域）１１３Ａという。画素領域１１３Ａには２０
００万個以上もの画素がマトリックス状に配列されている。図２に示す例では、隣接する
４画素×４画素の１６画素が一つの単位グループ１３１を形成する。図２の格子線は、隣
接する画素がグループ化されて単位グループ１３１を形成する概念を示す。単位グループ
１３１を形成する画素の数はこれに限られず１０００個程度、例えば３２画素×６４画素
でもよいし、それ以上でもそれ以下でもよい。
【００２２】
　画素領域１１３Ａの部分拡大図に示すように、単位グループ１３１は、緑色画素Ｇｂ，
Ｇｒ、青色画素Ｂ、及び赤色画素Ｒの４画素から成るいわゆるベイヤー配列を、上下左右
に４つ内包する。緑色画素は、カラーフィルタ１０２として緑色フィルタを有する画素で
あり、入射光のうち緑色波長帯の光を受光する。同様に、青色画素は、カラーフィルタ１
０２として青色フィルタを有する画素であって青色波長帯の光を受光する。赤色画素は、
カラーフィルタ１０２として赤色フィルタを有する画素であって赤色波長帯の光を受光す
る。
【００２３】
　図３は、撮像チップ１１３の単位グループに対応する回路図である。図３において、代
表的に点線で囲む矩形が、１画素に対応する回路を表す。なお、以下に説明する各トラン
ジスタの少なくとも一部は、図１のトランジスタ１０５に対応する。
【００２４】
　上述したように、単位グループ１３１は、１６画素から形成される。それぞれの画素に
対応する１６個のＰＤ１０４は、それぞれ転送トランジスタ３０２に接続される。各転送
トランジスタ３０２のゲートには、転送パルスが供給されるＴＸ配線３０７に接続される
。本実施形態において、ＴＸ配線３０７は、１６個の転送トランジスタ３０２に対して共
通接続される。
【００２５】
　各転送トランジスタ３０２のドレインは、対応する各リセットトランジスタ３０３のソ
ースに接続されるとともに、転送トランジスタ３０２のドレインと各リセットトランジス
タ３０３のソース間のいわゆるフローティングディフュージョンＦＤ（電荷検出部）が増
幅トランジスタ３０４のゲートに接続される。各リセットトランジスタ３０３のドレイン
は電源電圧が供給されるＶｄｄ配線３１０に接続される。各リセットトランジスタ３０３
のゲートはリセットパルスが供給されるリセット配線３０６に接続される。本実施形態に
おいて、リセット配線３０６は、１６個のリセットトランジスタ３０３に対して共通接続
される。
【００２６】



(7) JP 2016-158294 A 2016.9.1

10

20

30

40

50

　各々の増幅トランジスタ３０４のドレインは電源電圧が供給されるＶｄｄ配線３１０に
接続される。また、各々の増幅トランジスタ３０４のソースは、対応する各々の選択トラ
ンジスタ３０５のドレインに接続される。各々の選択トランジスタ３０５のゲートには、
選択パルスが供給されるデコーダ配線３０８に接続される。本実施形態において、デコー
ダ配線３０８は、１６個の選択トランジスタ３０５に対してそれぞれ独立に設けられる。
そして、各々の選択トランジスタ３０５のソースは、共通の出力配線３０９に接続される
。負荷電流源３１１は、出力配線３０９に電流を供給する。すなわち、選択トランジスタ
３０５に対する出力配線３０９は、ソースフォロアにより形成される。なお、負荷電流源
３１１は、撮像チップ１１３側に設けてもよいし、信号処理チップ１１１側に設けてもよ
い。
【００２７】
　ここで、電荷の蓄積開始から蓄積終了後の画素出力までの流れを説明する。リセット配
線３０６を通じてリセットパルスがリセットトランジスタ３０３に印加される。これと同
時に、ＴＸ配線３０７を通じて転送パルスが転送トランジスタ３０２に印加される。これ
により、ＰＤ１０４及びフローティングディフュージョンＦＤの電位はリセットされる。
【００２８】
　ＰＤ１０４は、転送パルスの印加が解除されると、受光する入射光を電荷に変換して蓄
積する。その後、リセットパルスが印加されていない状態で再び転送パルスが印加される
と、ＰＤ１０４において蓄積された電荷はフローティングディフュージョンＦＤへ転送さ
れる。これにより、フローティングディフュージョンＦＤの電位は、リセット電位から電
荷蓄積後の信号電位になる。そして、デコーダ配線３０８を通じて選択パルスが選択トラ
ンジスタ３０５に印加されると、フローティングディフュージョンＦＤの信号電位の変動
が、増幅トランジスタ３０４及び選択トランジスタ３０５を介して出力配線３０９に伝わ
る。このような回路の動作により、リセット電位と信号電位とに対応する画素信号は、単
位画素から出力配線３０９に出力される。
【００２９】
　図３に示すように、本実施形態においては、単位グループ１３１を形成する１６画素に
対して、リセット配線３０６とＴＸ配線３０７が共通である。すなわち、リセットパルス
と転送パルスはそれぞれ、１６画素すべてに対して同時に印加される。従って、単位グル
ープ１３１を形成するすべての画素は、同一のタイミングで電荷蓄積を開始し、同一のタ
イミングで電荷蓄積を終了する。ただし、蓄積された電荷に対応する画素信号は、それぞ
れの選択トランジスタ３０５に選択パルスが順次印加されることにより、選択的に出力配
線３０９に出力される。また、リセット配線３０６、ＴＸ配線３０７、出力配線３０９は
、単位グループ１３１毎に別個に設けられる。
【００３０】
　このように単位グループ１３１を基準として回路を構成することにより、単位グループ
１３１ごとに電荷蓄積時間を制御することができる。換言すると、単位グループ１３１間
で、異なった電荷蓄積時間による画素信号をそれぞれ出力させることができる。更に言え
ば、一方の単位グループ１３１に１回の電荷蓄積を行わせている間に、他方の単位グルー
プ１３１に何回もの電荷蓄積を繰り返させてその都度画素信号を出力させることにより、
これらの単位グループ１３１間で異なるフレームレートで動画用の各フレームを出力する
こともできる。
【００３１】
　図４は、撮像素子１００の機能的構成を示すブロック図である。アナログのマルチプレ
クサ４１１は、単位グループ１３１を形成する１６個のＰＤ１０４を順番に選択する。そ
して、マルチプレクサ４１１は、１６個のＰＤ１０４のそれぞれの画素信号を当該単位グ
ループ１３１に対応して設けられた出力配線３０９へ出力させる。マルチプレクサ４１１
は、ＰＤ１０４とともに、撮像チップ１１３に形成される。
【００３２】
　マルチプレクサ４１１を介して出力されたアナログ信号の画素信号は、信号処理チップ
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１１１に形成されたアンプ４１２により増幅される。そして、アンプ４１２で増幅された
画素信号は、信号処理チップ１１１に形成された、相関二重サンプリング（ＣＤＳ；Corr
elated Double Sampling）・アナログ／デジタル（Analog／Digital）変換を行う信号処
理回路４１３により、相関二重サンプリングの信号処理が行われるとともに、Ａ／Ｄ変換
（アナログ信号からデジタル信号への変換）が行われる。画素信号が信号処理回路４１３
において相関二重サンプリングの信号処理が行われることにより、画素信号のノイズが低
減される。Ａ／Ｄ変換された画素信号は、デマルチプレクサ４１４に引き渡され、それぞ
れの画素に対応する画素メモリ４１５に格納される。デマルチプレクサ４１４及び画素メ
モリ４１５は、メモリチップ１１２に形成される。
【００３３】
　演算回路４１６は、画素メモリ４１５に格納された画素信号を処理して後段の画像処理
部に引き渡す。演算回路４１６は、信号処理チップ１１１に設けられてもよいし、メモリ
チップ１１２に設けられてもよい。なお、図４では１つの単位グループ１３１の分の接続
を示すが、実際にはこれらが単位グループ１３１ごとに存在して、並列で動作する。ただ
し、演算回路４１６は単位グループ１３１ごとに存在しなくてもよい。例えば、一つの演
算回路４１６がそれぞれの単位グループ１３１に対応する画素メモリ４１５の値を順に参
照しながらシーケンシャルに処理してもよい。
【００３４】
　上記した通り、単位グループ１３１のそれぞれに対応して出力配線３０９が設けられて
いる。撮像素子１００は、撮像チップ１１３、信号処理チップ１１１、及びメモリチップ
１１２を積層している。このため、これら出力配線３０９にバンプ１０９を用いたチップ
間の電気的接続を用いることにより、各チップを面方向に大きくすることなく配線を引き
回すことができる。
【００３５】
　次に、撮像素子１００の画素領域１１３Ａ（図２参照）に設定されるブロックについて
説明する。本実施形態において、撮像素子１００の画素領域１１３Ａは、複数のブロック
に分割される。複数のブロックは、１ブロックにつき単位グループ１３１を少なくとも１
つ含むように定義される。各ブロックはそれぞれ異なる制御パラメータで各ブロックに含
まれる画素が制御される。つまり、あるブロックに含まれる画素群と、別のブロックに含
まれる画素群とで、制御パラメータが異なる画素信号が取得される。制御パラメータとし
ては、例えば、電荷の蓄積時間又は蓄積回数、フレームレート、ゲイン、間引き率（画素
間引き率）、画素信号を加算する加算行数又は加算列数（画素加算数）、デジタル化のビ
ット数などがあげられる。さらに、制御パラメータは、画素からの画像信号取得後の画像
処理におけるパラメータであってもよい。
【００３６】
　ここで、電荷の蓄積時間とは、ＰＤ１０４が電荷の蓄積を開始してから終了するまでの
時間のことをいう。この電荷蓄積時間のことを露光時間又はシャッター速度（シャッター
スピード）ともいう。また、電荷の蓄積回数とは、単位時間あたりにＰＤ１０４が電荷を
蓄積する回数のことをいう。また、フレームレートとは、動画において単位時間あたりに
処理（表示又は記録）されるフレーム数を表す値のことをいう。フレームレートの単位は
ｆｐｓ（Frames Per Second）で表される。フレームレートが高くなる程、動画における
被写体（すなわち撮像される対象物）の動きが滑らかになる。
【００３７】
　また、ゲインとは、アンプ４１２の利得率（増幅率）のことをいう。このゲインを変更
することにより、ＩＳＯ感度を変更することができる。このＩＳＯ感度は、ＩＳＯで策定
された写真フィルムの規格であり、写真フィルムがどの程度弱い光まで記録することがで
きるかを表す。ただし、一般に、撮像素子１００の感度を表現する場合もＩＳＯ感度が用
いられる。この場合、ＩＳＯ感度は撮像素子１００が光をとらえる能力を表す値となる。
ゲインを上げるとＩＳＯ感度も向上する。例えば、ゲインを倍にすると電気信号（画素信
号）も倍になり、入射光の光量が半分でも適切な明るさとなる。しかし、ゲインを上げる
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と、電気信号に含まれるノイズも増幅されるため、ノイズが多くなってしまう。
【００３８】
　また、間引き率とは、所定領域においてすべての画素数に対する画素信号の読み出しを
行わない画素数の割合をいう。例えば、所定領域の間引き率が０である場合は、その所定
領域内のすべての画素から画素信号の読み出しが行われることを意味する。また、所定領
域の間引き率が０．５である場合は、その所定領域内の半分の画素から画素信号を読み出
しが行われることを意味する。具体的には、単位グループ１３１がベイヤー配列である場
合、垂直方向についてベイヤー配列の単位の一つ置き、すなわち、画素単位の２画素ずつ
（２行ずつ）交互に画素信号が読み出される画素と読み出されない画素とが設定される。
なお、画素信号の読み出しの間引きが行われると画像の解像度が低下する。しかし、撮像
素子１００には２０００万以上の画素が配置されているため、例えば間引き率０．５で間
引きを行ったとしても、１０００万以上の画素で画像を表示することができる。このため
、使用者（撮影者）にとって解像度の低下は気にならないものと考えられる。
【００３９】
　また、加算行数とは、垂直方向に隣接する画素の画素信号を加算する場合に、その加算
する垂直方向の画素の数（行数）をいう。また、加算列数とは、水平方向に隣接する画素
の画素信号を加算する場合に、その加算する水平方向の画素の数（列数）をいう。このよ
うな加算の処理は、例えば演算回路４１６において行われる。演算回路４１６が垂直方向
又は水平方向に隣接する所定数の画素の画素信号を加算する処理を行うことにより、所定
の間引き率で間引いて画素信号を読み出す処理と同じような効果を奏する。なお、上記し
た加算の処理において、演算回路４１６が加算した行数または列数で加算値を割ることに
より平均値を算出するようにしてもよい。
【００４０】
　また、デジタル化のビット数とは、信号処理回路４１３がＡ／Ｄ変換においてアナログ
信号をデジタル信号に変換したときのビット数をいう。デジタル信号のビット数が多くな
る程、輝度や色変化などがより詳細に表現される。
【００４１】
　本実施形態において、蓄積条件とは、撮像素子１００における電荷の蓄積に関する条件
のことをいう。具体的には、蓄積条件は、上記した制御パラメータのうち、電荷の蓄積時
間又は蓄積回数、フレームレート、及びゲインのことをいう。フレームレートは電荷の蓄
積時間や蓄積回数に応じて変化し得るので、フレームレートが蓄積条件に含まれる。また
、ゲインに応じて適正露出の光量は変化し、適正露出の光量に応じて電荷の蓄積時間又は
蓄積回数も変化し得る。このため、ゲインは蓄積条件に含まれる。
【００４２】
　また、本実施形態において、撮像条件とは、被写体の撮像に関する条件のことをいう。
具体的には、撮像条件は、上記した蓄積条件を含む制御パラメータのことをいう。撮像条
件は、撮像素子１００を制御するための制御パラメータ（例えば、電荷の蓄積時間又は蓄
積回数、フレームレート、ゲイン）のほかに、撮像素子１００からの信号の読み出しを制
御するための制御パラメータ（例えば、間引き率、画素信号を加算する加算行数又は加算
列数）、撮像素子１００からの信号を処理するための制御パラメータ（例えば、デジタル
化のビット数、後述する画像処理部３０が画像処理を実行するための制御パラメータ）も
含まれる。
【００４３】
　図５は、各ブロックにおける配列パターンを示す図である。図５に示す配列パターンは
、画素領域１１３Ａが４つの撮像領域（第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び
第４撮像領域）に分割される配列パターンである。この配列パターンでは、画素領域１１
３Ａにおいて、４の倍数の列から３列前の列（４ｍ－３）における奇数の行（２ｎ－１）
のブロックと、４の倍数の列から１列前の列（４ｍ－１）における偶数の行（２ｎ）のブ
ロックとで第１撮像領域が構成されている。また、画素領域１１３Ａにおいて、４の倍数
の列から２列前の列（４ｍ－２）における奇数の行（２ｎ－１）のブロックと、４の倍数
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の列（４ｍ）における偶数の行（２ｎ）のブロックとで第２撮像領域が構成されている。
また、画素領域１１３Ａにおいて、４の倍数の列から１列前の列（４ｍ－１）における奇
数の行（２ｎ－１）のブロックと、４の倍数の列から３列前の列（４ｍ－３）における偶
数の行（２ｎ）のブロックとで第３撮像領域が構成されている。また、画素領域１１３Ａ
において、４の倍数の列（４ｍ）における奇数の行（２ｎ－１）のブロックと、４の倍数
の列から２列前の列（４ｍ－２）における偶数の行（２ｎ）のブロックとで第４撮像領域
が構成されている。ｍ及びｎは正の整数（ｍ＝１，２，３，・・・、ｎ＝１，２，３，・
・・）である。
【００４４】
　なお、図５において、撮像領域ごとのブロックの配置を見えやすくするために、画素領
域１１３Ａにおいて少ない数のブロックを設定しているが、図５に示すブロックの数より
も多い数のブロックを画素領域１１３Ａに設定するようにしてもよい。
【００４５】
　このような配列パターンの場合、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４
撮像領域は、画素領域（撮像領域）１１３Ａにおいてそれぞれ均等に配置されている。ま
た、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域は、それぞれ同じ面積
となっている。ただし、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域は
、画素領域１１３Ａにおいてそれぞれ全面的に配置されていればよく、画素領域１１３Ａ
においてそれぞれ均等に配置されていなくてもよい。また、第１撮像領域、第２撮像領域
、第３撮像領域及び第４撮像領域は、それぞれ同じ面積でなくてもよい。
【００４６】
　図５に示すような配列パターンの場合、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及
び第４撮像領域はそれぞれ異なる位置に配置されているため（つまり各撮像領域の位置が
ずれているため）、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域にはそ
れぞれ異なる被写体像が入射される。従って、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領
域及び第４撮像領域のそれぞれにおいて生成された画像データにより示される画像は、異
なる被写体像である。しかし、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像
領域は、画素領域１１３Ａにおいてそれぞれ全面的に配置されている。このため、第１撮
像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域のそれぞれにおいて生成された画
像データにより示される画像は、使用者にとっては同一の被写体像のように見える。
【００４７】
　本実施形態では、第１撮像領域の各画素に設けられる各撮像素子（光電変換素子及びそ
れに付随する回路）を第１撮像素子といい、第２撮像領域の各画素に設けられる各撮像素
子を第２撮像素子といい、第３撮像領域の各画素に設けられる各撮像素子を第３撮像素子
といい、第４撮像領域の各画素に設けられる各撮像素子を第４撮像素子という。すなわち
、撮像素子１００は、複数の第１撮像素子、複数の第２撮像素子、複数の第３撮像素子及
び複数の第４撮像素子に分けられる。
【００４８】
　また、本実施形態では、第１撮像素子、第２撮像素子、第３撮像素子及び第４撮像素子
は、それぞれ異なる撮像条件で撮像する。第１撮像素子の撮像条件を第１撮像条件といい
、第２撮像素子の撮像条件を第２撮像条件といい、第３撮像素子の撮像条件を第３撮像条
件といい、第４撮像素子の撮像条件を第４撮像条件という。
【００４９】
　図６は、電子機器の一例であるデジタルカメラ１の概略構成を示す横断面図である。本
実施形態のデジタルカメラ１は、レンズ部１０及びカメラボディ２を備えている。レンズ
部１０は、交換式レンズである。カメラボディ２には、レンズ部１０を装着するためのボ
ディ側マウント部８０Ａが設けられている。また、レンズ部１０には、ボディ側マウント
部８０Ａと対応するレンズ側マウント部８０Ｂが設けられている。使用者がボディ側マウ
ント部８０Ａとレンズ側マウント部８０Ｂとを接合することにより、レンズ部１０がカメ
ラボディ２に装着される。レンズ部１０がカメラボディ２に装着されると、ボディ側マウ
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ント部８０Ａに設けられた電気接点８１Ａと、レンズ側マウント部８０Ｂに設けられた電
気接点８１Ｂとが電気的に接続される。
【００５０】
　レンズ部１０は、撮影光学系１１、絞り１４、及びレンズ駆動制御装置１５を備えてい
る。撮像光学系１１には、レンズ１１ａ、ズーミング用レンズ１１ｂ及びフォーカシング
用レンズ１１ｃが含まれる。レンズ駆動制御装置１５は、レンズ側ＣＰＵ（Central Proc
essing Unit）、メモリ及び駆動制御回路を有している。レンズ駆動制御装置１５は、電
気接点８１Ａ，８１Ｂを介してカメラボディ２側のシステム制御部７０と電気的に接続さ
れてレンズ部１０に備えられた撮影光学系１１の光学特性に関するレンズ情報の送信とズ
ーミング用レンズ１１ｂ、フォーカシング用レンズ１１ｃ及び絞り１４を駆動するための
制御情報の受信とを行う。
【００５１】
　レンズ駆動制御装置１５のレンズ側ＣＰＵは、撮影光学系１１の焦点調節を行うために
システム制御部７０から送信される制御情報に基づいて駆動制御回路にフォーカシング用
レンズ１１ｃの駆動制御を実行させる。レンズ駆動制御装置１５のレンズ側ＣＰＵは、ズ
ーミング調節を行うためにシステム制御部７０から送信される制御情報に基づいてズーミ
ング用レンズ１１ｂの駆動制御を駆動制御回路に実行させる。絞り１４は、撮影光学系１
１の光軸に沿って配置されている。絞り１４は、光量及びボケ量調整のために光軸中心に
開口径が可変な開口を形成する。レンズ駆動制御装置１５のレンズ側ＣＰＵは、絞り１４
の開口径調節を行うためにシステム制御部７０から送信される制御情報に基づいて絞り１
４の駆動制御を駆動制御回路に実行させる。
【００５２】
　カメラボディ２は、撮像部２０、画像処理部３０、表示部５０、記憶部６０及びシステ
ム制御部７０を備えている。撮像部２０は、撮像素子１００を有する。撮像素子１００に
は、レンズ部１０の撮影光学系１１から射出された光束が入射する。撮像素子１００は、
入射した光束を光電変換して撮像素子の各画素の画素信号（画素信号は画像データに含ま
れる。）を生成する。各画素の画素信号からなるＲＡＷデータ（ＲＡＷデータも画像デー
タに含まれる。）が撮像部２０から画像処理部３０に送られる。画像処理部３０は、各画
素の画素信号からなるＲＡＷデータに対して種々の画像処理を施し、所定のファイル形式
（例えば、ＪＰＥＧ形式等）の画像データを生成する。表示部５０は、画像処理部３０が
生成した画像データを表示する。記憶部６０は、画像処理部３０が生成した画像データを
記憶する。
【００５３】
　なお、「画像データ」のことを「画像信号」ということがある。また、画像には、静止
画、動画、ライブビュー画像が含まれる。ライブビュー画像は、画像処理部３０で生成さ
れた画像データを表示部５０に順次出力して表示部５０に表示される画像である。ライブ
ビュー画像は、撮像部２０により撮像されている被写体の画像を使用者が確認するために
用いられる。ライブビュー画像は、スルー画やプレビュー画像とも呼ばれる。
【００５４】
　システム制御部７０は、デジタルカメラ１の全体の処理及び動作を制御する。なお、シ
ステム制御部７０の処理及び動作の詳細、及びカメラボディ２内の構成の詳細については
、以下の図７において説明する。
【００５５】
　図７は、第１実施形態に係るデジタルカメラ１の構成を示すブロック図である。図７に
示すように、デジタルカメラ１は、カメラボディ２とレンズ部１０とを備える。上述した
ように、レンズ部１０は、カメラボディ２に対して着脱可能な交換式レンズである。従っ
て、デジタルカメラ１は、レンズ部１０を備えていなくてもよい。ただし、レンズ部１０
はデジタルカメラ１と一体構成であってもよい。レンズ部１０は、カメラボディ２に接続
された状態において、被写体からの光束を撮像部２０へ導く。
【００５６】
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　レンズ部１０は、上述したように、レンズ駆動制御装置１５を有している（図６参照）
。また、レンズ部１０は、撮影光学系１１としての複数のレンズ群、つまり、レンズ１１
ａ、ズーミング用レンズ１１ｂ、及びフォーカシング用レンズ１１ｃを有している。レン
ズ駆動制御装置１５は、レンズ部１０がカメラボディ２に接続された場合に、メモリに記
憶されているレンズ情報をカメラボディ２のシステム制御部７０に送信する。また、レン
ズ駆動制御装置１５は、レンズ部１０がカメラボディ２に接続された場合に、システム制
御部７０から送信される制御情報を受信する。レンズ駆動制御装置１５は、制御情報に基
づいて、ズーミング用レンズ１１ｂ、フォーカシング用レンズ１１ｃ、及び絞り１４の駆
動制御を行う。
【００５７】
　図７に示すように、カメラボディ２は、撮像部２０、画像処理部３０、ワークメモリ４
０、表示部５０、操作部５５、記録部６０、システム制御部７０及びストロボ９０を備え
る。
【００５８】
　撮像部２０は、撮像素子１００及び駆動部２１を有している。駆動部２１は、システム
制御部７０からの指示に従って、撮像素子１００の駆動を制御する制御回路である。ここ
で、駆動部２１は、リセットパルス及び転送パルスをそれぞれリセットトランジスタ３０
３及び転送トランジスタ３０２に印加するタイミング（又はタイミングの周期）を制御す
ることにより、制御パラメータである電荷の蓄積時間又は蓄積回数を制御する。また、駆
動部２１は、リセットパルス、転送パルス、及び選択パルスをそれぞれリセットトランジ
スタ３０３、転送トランジスタ３０２、及び選択トランジスタ３０５に印加するタイミン
グ（又はタイミングの周期）を制御することにより、フレームレートを制御する。また、
駆動部２１は、リセットパルス、転送パルス、及び選択パルスを印加する画素を設定する
ことにより、間引き率を制御する。
【００５９】
　また、駆動部２１は、アンプ４１２のゲイン（利得率、増幅率ともいう。）を制御する
ことにより、撮像素子１００のＩＳＯ感度を制御する。また、駆動部２１は、演算回路４
１６に指示を送ることにより、画素信号を加算する加算行数又は加算列数を設定する。ま
た、駆動部２１は、信号処理回路４１３に指示を送ることにより、デジタル化のビット数
を設定する。さらに、駆動部２１は、撮像素子１００の画素領域（撮像領域）１１３Ａに
おいてブロック単位で領域を設定する。このように、駆動部２１は、撮像素子１００に対
して複数のブロックごとに異なる撮像条件で撮像させて画素信号を出力させる撮像素子制
御部の機能を担う。システム制御部７０は、駆動部２１に対するブロックの位置、形状、
範囲などの指示を行う。
【００６０】
　撮像素子１００は、撮像素子１００からの画素信号を画像処理部３０へ引き渡す。画像
処理部３０は、ワークメモリ４０をワークスペースとして、各画素の画素信号からなるＲ
ＡＷデータに対して種々の画像処理を施し、所定のファイル形式（例えば、ＪＰＥＧ形式
等）の画像データを生成する。画像処理部３０は、以下の画像処理を実行する。例えば、
画像処理部３０は、ベイヤー配列で得られた信号に対して色信号処理（色調補正）を行う
ことによりＲＧＢ画像信号を生成する。また、画像処理部３０は、ＲＧＢ画像信号に対し
て、ホワイトバランス調整、シャープネス調整、ガンマ補正、階調調整などの画像処理を
行う。また、画像処理部３０は、必要に応じて、所定の圧縮形式（ＪＰＥＧ形式、ＭＰＥ
Ｇ形式等）で圧縮する処理を行う。画像処理部３０は、生成した画像データを記録部６０
に出力する。また、画像処理部３０は、生成した画像データを表示部５０に出力する。
【００６１】
　画像処理部３０が画像処理を行う際に参照されるパラメータも制御パラメータ（撮像条
件）に含まれる。例えば、色信号処理（色調補正）、ホワイトバランス調整、階調調整、
圧縮率などのパラメータが制御パラメータに含まれる。電荷の蓄積時間などに応じて撮像
素子１００から読み出される信号が変化し、その信号の変化に応じて画像処理を行う際に
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参照されるパラメータも変化する。画像処理部３０は、ブロック単位ごとに異なる制御パ
ラメータを設定し、これらの制御パラメータに基づいて色信号処理などの画像処理を実行
する。
【００６２】
　画像処理部３０は、撮像部２０から時系列的に得られる複数のフレームのうち所定タイ
ミングごとのフレームを抽出する。または、画像処理部３０は、撮像部２０から時系列的
に得られる複数のフレームのうち所定タイミングごとのフレームを廃棄する。これにより
、データ量を減らすことができるため、後段処理の負荷を軽減することができる。また、
画像処理部３０は、撮像部２０から時系列的に得られる複数のフレームに基づいて、各フ
レーム間に補間する１又は複数のフレームを算出する。そして、画像処理部３０は、算出
した１又は複数のフレームを各フレーム間に追加する。これにより、動画再生時において
より滑らかな動きの動画を再生することができる。また、駆動部２１が間引き率を制御す
るように構成しているが、このような構成に限られない。例えば、駆動部２１はすべての
画素から画素信号を読み出すが、画像処理部３０又は演算回路４１６は読み出した画素信
号のうち所定の画素信号を廃棄することにより、間引き率を制御するようにしてもよい。
【００６３】
　本実施形態では、画像処理部３０は、図７に示すように、画像生成部３１を備えている
。画像生成部３１は、撮像部２０から出力される各画素の画素信号からなるＲＡＷデータ
に対して種々の画像処理を施すことにより画像データを生成する。画像生成部３１は、第
１撮像領域の画素信号からなるＲＡＷデータに基づいて第１画像データを生成し、第２撮
像領域の画素信号からなるＲＡＷデータに基づいて第２画像データを生成し、第３撮像領
域の画素信号からなるＲＡＷデータに基づいて第３画像データを生成し、第４撮像領域の
画素信号からなるＲＡＷデータに基づいて第４画像データを生成する。
【００６４】
　ワークメモリ４０は、画像処理部３０による画像処理が行われる際に画像データなどを
一時的に記憶する。表示部５０は、撮像部２０で撮像された画像（静止画、動画、ライブ
ビュー画像）や各種情報を表示する。この表示部５０は、例えば液晶表示パネルなどの表
示面（表示パネル）５１を有している。表示部５０の表示面５１上にはタッチパネル（選
択部）５２が形成されている。タッチパネル５２は、使用者がメニューの選択などの操作
を行う際に、使用者が触れた位置を示す信号をシステム制御部７０に出力する。
【００６５】
　操作部５５は、使用者によって操作されるレリーズスイッチ（静止画の撮影時に押され
るスイッチ）、動画スイッチ（動作の撮影時に押されるスイッチ）、各種の操作スイッチ
などである。この操作部５５は、使用者による操作に応じた信号をシステム制御部７０に
出力する。記録部６０は、メモリカードなどの記憶媒体を装着可能なカードスロットを有
する。記録部６０は、カードスロットに装着された記録媒体に画像処理部３０において生
成された画像データや各種データを記憶する。また、記録部６０は、内部メモリを有する
。記録部６０は、画像処理部３０において生成された画像データや各種データを内部メモ
リに記録することも可能である。
【００６６】
　システム制御部７０は、デジタルカメラ１の全体の処理及び動作を制御する。このシス
テム制御部７０はボディ側ＣＰＵ（Central Processing Unit）を有する。本実施形態に
おいて、システム制御部７０は、撮像素子１００（撮像チップ１１３）の撮像面（画素領
域１１３Ａ）を複数のブロックに分け、ブロック間において異なる電荷蓄積時間（又は電
荷蓄積回数）、フレームレート、ゲインで画像を取得させる。このため、システム制御部
７０は、ブロックの位置、形状、範囲、及び各ブロック用の蓄積条件を駆動部２１に対し
て指示する。
【００６７】
　また、システム制御部７０は、ブロック間で異なる間引き率、画素信号を加算する加算
行数又は加算列数、及びデジタル化のビット数で画像を取得させる。このため、システム
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制御部７０は、各ブロック用の撮像条件（間引き率、画素信号を加算する加算行数又は加
算列数、及びデジタル化のビット数）を駆動部２１に対して指示する。また、画像処理部
３０は、ブロック間で異なる撮像条件（色信号処理、ホワイトバランス調整、階調調整、
圧縮率などの制御パラメータ）で画像処理を実行する。このため、システム制御部７０は
、各ブロック用の撮像条件（色信号処理、ホワイトバランス調整、階調調整、圧縮率など
の制御パラメータ）を画像処理部３０に指示する。
【００６８】
　また、システム制御部７０は、画像処理部３０において生成された画像データを記録部
６０に記録させる。また、システム制御部７０は、画像処理部３０において生成された画
像データを表示部５０に出力させることにより、表示部５０に画像を表示させる。また、
システム制御部７０は、記録部６０に記録されている画像データを読み出して表示部５０
に出力させることにより、表示部５０に画像を表示させる。表示部５０に表示される画像
としては、静止画、動画、ライブビュー画像が含まれる。
【００６９】
　また、システム制御部７０は、制御情報をレンズ駆動制御装置１５に出力することによ
り、レンズ駆動制御装置１５にフォーカシング用レンズ１１ｃの駆動制御及び絞り１４の
駆動制御を実行させる。なお、システム制御部７０は、ボディ側ＣＰＵが制御プログラム
に基づいて処理を実行することにより実現される。
【００７０】
　本実施形態では、システム制御部７０は、図７に示すように、制御部７１、選択部７２
、設定部７３及び分割部７４を備えている。制御部７１は、画像生成部３１で生成された
画像データを表示部５０に出力させて、表示部５０の表示面５１に画像を表示させる制御
を行う。また、制御部７１は、予め設定されているメニュー画像（図８参照）を表示部５
０の表示面５１に表示させる制御を行う。
【００７１】
　選択部７２は、使用者によるタッチパネル５２のタッチ操作に応じて、４つの表示領域
（第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１
４）のいずれかを選択する制御を行う。また、設定部７３は、使用者によるタッチパネル
５２のタッチ操作に応じて、又は自動的に、撮像条件（蓄積条件を含む）を設定する制御
を行う。ここで、設定部７３は、撮像素子１００のすべての画素領域１１３Ａにおいて同
一の撮像条件を設定することが可能である。また、設定部７３は、図５に示す各撮像領域
（第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域）において異なる撮像条
件を設定することが可能である。また、設定部７３は、予め決められた撮像条件、又は使
用者の操作に応じて変更された撮像条件で撮像素子１００に撮像を行わせる制御を行う。
また、分割部７４は、撮像素子１００の画素領域１１３Ａを、図５に示すように第１撮像
領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域に分割する処理を行う。
【００７２】
　ストロボ９０は、撮影を行う際に光を発光（閃光）する発光装置である。ストロボ９０
は、システム制御部７０からの指示信号に基づいて所定の光量で発光する。
【００７３】
　図８は、本実施形態のデジタルカメラ１に係る表示部５０を示す図である。図８に示す
ように、表示部５０は、表示面５１を有する。表示面５１は、画像表示領域５１０と操作
ボタン表示領域５２０とが設けられている。画像表示領域５１０は、撮像部２０で生成さ
れた画像データにより示される画像を表示する領域である。画像表示領域５１０には、例
えば、静止画像、動画像及びライブビュー画像が表示される。操作ボタン表示領域５２０
は、使用者が撮像条件などを設定するためのメニュー画像５２０Ｍを表示する領域である
。画像表示領域５１０及び操作ボタン表示領域５２０は、１つの表示面５１内に設けられ
ている。
【００７４】
　画像表示領域５１０は、複数の画像を表示できるように複数の表示領域に分割されてい
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る。例えば、撮像部２０で生成された４つの画像データにより示される各画像を表示する
ように４つの表示領域に分割されている。４つの表示領域のうち、左上の表示領域を第１
表示領域５１１という。４つの表示領域のうち、右上の表示領域を第２表示領域５１２と
いう。４つの表示領域のうち、左下の表示領域を第３表示領域５１３という。４つの表示
領域のうち、右下の表示領域を第４表示領域５１４という。
【００７５】
　図８に示す例では、第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及
び第４表示領域５１４は、それぞれ同じ表示面積を有する表示領域である。また、第１表
示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４は、そ
れぞれ異なる表示面積を有する表示領域であってもよい。例えば、第１表示領域の表示面
積は、第２表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。第１表示領域の表示面積は、第３
表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。第１表示領域の表示面積は、第４表示領域の
表示面積よりも大きくてもよい。第２表示領域の表示面積は、第１表示領域の表示面積よ
りも大きくてもよい。第２表示領域の表示面積は、第３表示領域の表示面積よりも大きく
てもよい。第２表示領域の表示面積は、第４表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。
第３表示領域の表示面積は、第１表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。第３表示領
域の表示面積は、第２表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。第３表示領域の表示面
積は、第４表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。第４表示領域の表示面積は、第１
表示領域の表示面積よりも大きくてもよい。第４表示領域の表示面積は、第２表示領域の
表示面積よりも大きくてもよい。第４表示領域の表示面積は、第３表示領域の表示面積よ
りも大きくてもよい。
【００７６】
　第１表示領域５１１は、図５に示した第１撮像領域で生成された画像データにより示さ
れる画像（この画像を第１画像という。）を表示する領域である。第２表示領域５１２は
、図５に示した第２撮像領域で生成された画像データにより示される画像（この画像を第
２画像という。）を表示する領域である。第３表示領域５１３は、図５に示した第３撮像
領域で生成された画像データにより示される画像（この画像を第３画像という。）を表示
する領域である。第４表示領域５１４は、図５に示した第４撮像領域で生成された画像デ
ータにより示される画像（この画像を第４画像という。）を表示する領域である。上述し
たように、図５に示した第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域は
、画素領域１１３Ａにおいて全面的に均等に配置されているため、第１画像、第２画像、
第３画像及び第４画像は、見た目上、同一の被写体の画像に見える。しかし、上述したよ
うに、図５に示した第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域は、そ
れぞれ異なる撮像条件で撮像する。従って、被写体の明るさ、被写体のブレ、動画におけ
る被写体の動きの滑らかさなどが撮像条件によって変化する。
【００７７】
　なお、第１画像は、第１ライブビュー画像、第１静止画及び第１動画を含む。また、第
２画像は、第２ライブビュー画像、第２静止画及び第２動画を含む。また、第３画像は、
第３ライブビュー画像、第３静止画及び第３動画を含む。また、第４画像は、第４ライブ
ビュー画像、第４静止画及び第４動画を含む。
【００７８】
　表示部５０は、タッチパネル５２を備える。タッチパネル５２は、表示面５１上に設け
られている。タッチパネル５２において、第１タッチ領域５１１ａが第１表示領域５１１
上に重なるように形成されている。また、第２タッチ領域５１２ａが第２表示領域５１２
上に重なるように形成されている。また、第３タッチ領域５１３ａが第３表示領域５１３
上に重なるように形成されている。また、第４タッチ領域５１４ａが第４表示領域５１４
上に重なるように形成されている。第１タッチ領域５１１ａ、第２タッチ領域５１２ａ、
第３タッチ領域５１３ａ及び第４タッチ領域５１４ａは、使用者により押された（タッチ
された）ことを検出すると、押された位置（いずれのタッチ領域であるか）を示す検出信
号をシステム制御部７０に出力する。



(16) JP 2016-158294 A 2016.9.1

10

20

30

40

50

【００７９】
　操作ボタン表示領域５２０は、画像表示領域５１０の近傍に設けられている。操作ボタ
ン表示領域５２０には、使用者が表示領域の選択や、撮像条件及び撮影モードなどを設定
するためのメニュー画像５２０Ｍが表示される。メニュー画像５２０Ｍには、選択ボタン
画像５２１、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２、シャッタースピードボタン画像５２３、ピク
チャーコントロールボタン画像５２４及び撮像モードボタン画像５２５が含まれる。選択
ボタン画像５２１は、使用者が第１表示領域、第２表示領域、第３表示領域及び第４表示
領域それぞれに表示された第１画像、第２画像、第３画像及び第４画像のうちいずれかを
選択する場合に用いる。ＩＳＯ感度ボタン画像５２２は、使用者がＩＳＯ感度（すなわち
ゲイン）を設定する場合に用いる。シャッタースピードボタン画像５２３は、使用者がシ
ャッタースピード（すなわち、露光時間）を設定する場合に用いる。なお、シャッタース
ピードは電荷の蓄積時間に対応する。ピクチャーコントロールボタン画像５２４は、使用
者が画調、色相、コントラストなどの画像の特性を設定（調整）する場合に用いる。撮像
モードボタン画像５２５は、使用者が手動で撮像条件を設定するか、自動で撮像条件を設
定するかを選択する場合に用いる。
【００８０】
　タッチパネル５２において、タッチ領域５２１ａが選択ボタン画像５２１上に重なるよ
うに形成されている。タッチ領域５２２ａがＩＳＯ感度ボタン画像５２２上に重なるよう
に形成されている。タッチ領域５２３ａがシャッタースピードボタン画像５２３上に重な
るように形成されている。タッチ領域５２４ａがピクチャーコントロールボタン画像５２
４上に重なるように形成されている。タッチ領域５２５ａが撮像モードボタン画像５２５
上に重なるように形成されている。タッチ領域５２１ａ、タッチ領域５２１ａ、タッチ領
域５２１ａ及びタッチ領域５２５ａは、使用者により押された（タッチされた）ことを検
出すると、押された位置（いずれのタッチ領域であるか）を示す検出信号をシステム制御
部７０に出力する。
【００８１】
　次に、第１実施形態に係るデジタルカメラ１の静止画撮影動作について説明する。図９
は、第１実施形態のシステム制御部７０が実行する撮影動作を説明するためのフローチャ
ートである。また、図１０、図１１、図１２及び図１３は、第１実施形態における表示面
５１の表示例を示す図である。
【００８２】
　図９に示す処理において、デジタルカメラ１に電源が投入された後、使用者が撮影を開
始するために操作部５５などの操作を行うと、分割部７４は、撮像素子１００の画素領域
１１３Ａにおいて、図５に示すような複数の撮像領域（第１撮像領域、第２撮像領域、第
３撮像領域、第４撮像領域）に分割して設定する。また、設定部７３は、分割部７４が設
定した第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域に対して、予め決め
られた標準の撮像条件を設定する（ステップＳ１）。例えば、設定部７３は、第１撮像領
域に対する標準の撮像条件として、ＩＳＯ感度（「１００」）、シャッタースピード（「
１／２秒」）などを設定する。また、設定部７３は、第２撮像領域に対する標準の撮像条
件として、ＩＳＯ感度（「２００」）、シャッタースピード（「１／１００秒」）などを
設定する。また、設定部７３は、第３撮像領域に対する標準の撮像条件として、ＩＳＯ感
度（「４００」）、シャッタースピード（「１／５００秒」）などを設定する。また、設
定部７３は、第４撮像領域に対する標準の撮像条件として、ＩＳＯ感度（「８００」）、
シャッタースピード（「１／１０００秒」）などを設定する。
【００８３】
　次に、システム制御部７０が撮影動作を開始する（ステップＳ２）。撮影が開始される
と、制御部７１は、撮像素子１００の第１撮像領域で生成された第１画像データにより示
される第１ライブビュー画像を表示面５１の第１表示領域５１１に表示させる。制御部７
１は、撮像素子１００の第２撮像領域で生成された第２画像データにより示される第２ラ
イブビュー画像を表示面５１の第２表示領域５１２に表示させる。制御部７１は、撮像素
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子１００の第３撮像領域で生成された第３画像データにより示される第３ライブビュー画
像を表示面５１の第３表示領域５１３に表示させる。制御部７１は、撮像素子１００の第
４撮像領域で生成された第４画像データにより示される第４ライブビュー画像を表示面５
１の第４表示領域５１４に表示させる（ステップＳ３）。図１０に示す例では、第１表示
領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４それぞれ
に滝のライブビュー画像を示す第１ライブビュー画像、第２ライブビュー画像、第３ライ
ブビュー画像及び第４ライブビュー画像が表示されている。第１撮像領域、第２撮像領域
、第３撮像領域及び第４撮像領域は、それぞれ異なる撮像条件で撮像が行われている。こ
のため、第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領
域５１４には、それぞれ被写体の明るさ、被写体（移動する移動被写体）のブレ、コント
ラストなどが異なるライブビュー画像が表示される。
【００８４】
　使用者は、画像表示領域５１０の第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示
領域５１３及び第４表示領域５１４にそれぞれ表示された第１ライブビュー画像、第２ラ
イブビュー画像、第３ライブビュー画像及び第４ライブビュー画像を見比べて、撮像条件
の違いによる画像の違いを確認することができる。そして、使用者は、第１ライブビュー
画像、第２ライブビュー画像、第３ライブビュー画像及び第４ライブビュー画像のうちの
いずれかを選択する場合、選択ボタン画像５２１（すなわちタッチ領域５２１ａ）を指で
タッチする。これにより、表示領域の選択が可能な状態、すなわち、タッチパネル５２の
４つのタッチ領域（タッチ領域５１１ａ、タッチ領域５１２ａ、タッチ領域５１３ａ及び
タッチ領域５１４ａ）がタッチ操作を検出可能な状態となる。その後、使用者は、４つの
表示領域（第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示
領域５１４）のいずれかを指でタッチすることにより、１つの表示領域を選択する。タッ
チパネル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域に対応する検出信号をシステム制
御部７０に出力する。
【００８５】
　選択部７２は、タッチパネル５２からの検出信号に基づいて、使用者によって選択され
た表示領域を認識する。図１１、図１２及び図１３に示す例では、使用者によって第１表
示領域５１１が選択されている。選択部７２は、使用者により第１表示領域５１１、第２
表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４のいずれかが選択されたか
否かを判定する（ステップＳ４）。使用者により第１表示領域５１１、第２表示領域５１
２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４のいずれかが選択されたと判定した場合
は、選択部７２は、使用者により選択された表示領域（図１１では第１表示領域５１１）
を設定する（ステップＳ５）。具体的には、選択部７２は、駆動部２１に対して使用者に
より選択された表示領域に対応するブロックの位置などを指示する指示信号を出力する。
【００８６】
　使用者は、選択した表示領域（すなわち第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及
び第４撮像領域のいずれか）における撮像条件を変更することが可能である。設定部７２
は、使用者により撮像条件が変更されたか否かを判定する（ステップＳ６）。選択部７２
は、使用者により撮像条件が変更されたと判定した場合は、変更された撮像条件を設定す
る（ステップＳ７）。
【００８７】
　例えば、使用者は、第１表示領域５１１の撮像条件としてＩＳＯ感度を設定する場合は
、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２（すなわちタッチ領域５２２ａ）をタッチする。タッチパ
ネル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域５２２ａに対応する検出信号をシステ
ム制御部７０に出力する。制御部７１は、図１１に示すように、ＩＳＯ感度ボタン画像５
２２の横にＩＳＯ感度の値を複数表示させる。図１１に示す例では、ＩＳＯ感度として、
「１００」「２００」「４００」「８００」「１６００」が表示される。設定部７３は、
タッチパネル５２において、ＩＳＯ感度のそれぞれの値の領域と重なるように新たにタッ
チ領域を設定する。使用者は、ＩＳＯ感度の値のいずれかをタッチする。タッチパネル５
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２は、使用者によりタッチされたタッチ領域に対応する検出信号をシステム制御部７０に
出力する。設定部７３は、使用者にタッチされたＩＳＯ感度の値を設定する。具体的には
、設定部７３は、使用者により選択されたＩＳＯ感度に応じたゲインを指示する指示信号
を駆動部２１に出力する。
【００８８】
　また、使用者は、第１表示領域５１１の撮像条件としてシャッタースピード（電荷蓄積
時間）を設定する場合も、ＩＳＯ感度の設定と同じような操作を行う。すなわち、使用者
は、撮像条件としてシャッタースピードを設定する場合は、シャッタースピードボタン画
像５２３（すなわちタッチ領域５２３ａ）をタッチする。タッチパネル５２は、使用者に
よりタッチされたタッチ領域５２３ａに対応する検出信号をシステム制御部７０に出力す
る。制御部７１は、シャッタースピードボタン画像５２３の横にシャッタースピードの値
を複数表示させる。使用者は、シャッタースピードの値のいずれかをタッチする。設定部
７３は、使用者によりタッチされたシャッタースピードの値を設定する。具体的には、設
定部７３は、使用者により選択されたシャッタースピードを指示する指示信号を駆動部２
１に出力する。
【００８９】
　また、使用者は、第１表示領域５１１の撮像条件としてピクチャーコントロールを設定
する場合は、ピクチャーコントロールボタン画像５２４（すなわちタッチ領域５２４ａ）
をタッチする。タッチパネル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域５２４ａに対
応する検出信号をシステム制御部７０に出力する。制御部７１は、図１２に示すように、
ピクチャーコントロールボタン画像５２４の横にピクチャーコントロールの種類を複数表
示させる。図１２に示す例では、ピクチャーコントロールの種類として、「スタンダード
」「ニュートラル」「風景」「ビビッド」が表示される。なお、「スタンダード」は、画
像処理部３０が被写体の輪郭の強さ、コントラスト、明るさ、色の濃さなどにおいて偏り
のない標準的な画像に調整する。「ニュートラル」は、画像処理部３０が被写体固有の階
調や色合いを忠実に再現し、最も実物の被写体に近い画像に調整する。「風景」は、画像
処理部３０が自然の風景や街並みなどを高い階調で立体感のある画像に調整する。「ビビ
ッド」は、画像処理部３０が被写体の輪郭やコントラストを強調した色鮮やかな画像に調
整する。
【００９０】
　設定部７３は、タッチパネル５２において、ピクチャーコントロールの種類の領域と重
なるように新たにタッチ領域を設定する。使用者は、ピクチャーコントロールの種類のい
ずれかをタッチする。タッチパネル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域に対応
する検出信号をシステム制御部７０に出力する。設定部７３は、使用者にタッチされたピ
クチャーコントロールの種類を設定する。具体的には、設定部７３は、使用者により選択
されたピクチャーコントロールの種類を指示する指示信号を画像処理部３０に出力する。
【００９１】
　また、使用者は、第１表示領域５１１の撮像条件として撮影モードを設定する場合は、
撮像モードボタン画像５２５（すなわちタッチ領域５２５ａ）をタッチする。タッチパネ
ル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域５２５ａに対応する検出信号をシステム
制御部７０に出力する。制御部７１は、図１３に示すように、撮像モードボタン画像５２
５の横に「Ｐ」「Ｓ」「Ａ」「Ｍ」を表示させる。なお、「Ｐ」はＰモード（プログラム
オート）を意味し、適正露出となるように、絞り値とシャッタースピードを自動的に決定
するモードである。「Ｓ」はＳモード（シャッター優先モード）を意味し、使用者が選択
したシャッタースピードに対して適正露出となるような絞り値を決定するモードである。
「Ａ」はＡモード（絞り優先モード）を意味し、使用者が選択した絞り値に対して適正露
出となるようなシャッタースピードを自動的に決定するモードである。「Ｍ」はＭモード
（マニュアルモード）を意味し、使用者が絞り値もシャッタースピードも選択するモード
である。なお、上述したように、システム制御部７０（設定部７３）は、撮像領域１１３
Ａのブロックごとに異なる撮像条件を設定することが可能であるが、絞り値についてはブ
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ロックごとに設定することはできず撮像領域１１３Ａ全面に対して設定する。
【００９２】
　設定部７３は、タッチパネル５２において、撮影モードの種類の領域と重なるように新
たにタッチ領域を設定する。使用者は、撮影モードの種類のいずれかをタッチする。タッ
チパネル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域に対応する検出信号をシステム制
御部７０に出力する。設定部７３は、使用者にタッチされた撮影モードの種類を設定する
。そして、設定部７３は、「Ｐ」「Ｓ」「Ａ」のいずれかが選択された場合は、絞り値及
びシャッタースピードの少なくともいずれか１つを、適正露出となるように自動的に決定
する。設定部７３は、シャッタースピードを決定した場合は、シャッタースピードを指示
する指示信号を駆動部２１に出力する。また、設定部７３は、絞り値を決定した場合は、
絞り値に対応する制御情報をレンズ駆動制御装置１５に出力する。
【００９３】
　駆動部２１は、使用者により選択された第１表示領域５１１に対応する第１撮像領域を
ブロック単位で指示する指示信号を受け取る。また、駆動部２１は、使用者により選択さ
れた撮像条件を指示する指示信号を受け取る。これに応じて、駆動部２１は、第１表示領
域５１１に対応するブロックにおいて、指示された撮像条件（シャッタースピード、ＩＳ
Ｏ感度）で撮像するように撮像部２０を駆動する。また、画像処理部３０は、使用者によ
り選択された撮像条件を指示する指示信号を受け取る。これに応じて、画像処理部３０は
、指示された撮像条件（ホワイトバランス、階調、色調補正などの制御パラメータ）に基
づいて、第１撮像領域のＲＡＷデータに対して画像処理を実行する。また、レンズ駆動制
御装置１５は、システム制御部７０からの制御情報に基づいて絞り１４の開口径調節を行
う。
【００９４】
　このように第１撮像領域の撮像条件が変更されると、第１表示領域５１１に表示される
第１ライブビュー画像が変化する。例えば、ＩＳＯ感度を高くすると、被写体が少ない光
量でも明るく撮像される。また、第１ライブビュー画像の暗い部分が明るくなる。また、
シャッタースピードを高くすると、動いている被写体のブレが少なくなる。
【００９５】
　このように、使用者は、第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１
３及び第４表示領域５１４のいずれかを選択し、選択した表示領域における撮像条件を設
定することにより、撮像条件に変更に応じて変化するライブビュー画像を確認することが
できる。この場合、使用者が選択した撮像条件が適正露出に合った条件でないこともある
。しかし、使用者は、撮像条件の変更によって露出オーバーや露出アンダーになることを
認識することもできる。また、使用者は、どのような撮像条件を変更するとどのようにラ
イブビュー画像が変化するかを認識することができる。従って、使用者は、撮影を行う前
に撮像条件を変更することによって複数のライブビュー画像を確認した上で撮影を行うこ
とができる。
【００９６】
　以上のようなステップＳ１からＳ７までの処理は、使用者による操作部５５のレリーズ
スイッチの半押し操作（ステップＳ８）が行われるまで繰り返し実行される。なお、図１
０、図１１、図１２及び図１３においては、使用者が４つの表示領域のうちの第１表示領
域５１１を選択した場合について説明したが、使用者が第２表示領域５１２、第３表示領
域５１３、及び第４表示領域５１４を選択する場合についても同様の処理が行われる。
【００９７】
　なお、図１０、図１１、図１２及び図１３において図示していないが、使用者が設定可
能な領域ごとの撮像条件として、ＩＳＯ感度、シャッタースピード、及びピクチャーコン
トロールに限られない。例えば、上述したフレームレート、間引き率、画素信号を加算す
る加算行数又は加算列数、デジタル化のビット数なども表示領域ごとの撮像条件として設
定可能に構成してもよい。また、色信号処理、ホワイトバランス調整、階調調整、圧縮率
などのパラメータも表示領域ごとの撮像条件として設定可能に構成してもよい。
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【００９８】
　システム制御部７０は、レリーズスイッチの半押し操作（ＳＷ１の操作）が行われたか
否かを判定する（ステップＳ８）。半押し操作は、撮影準備を開始させる指示として用い
られる。なお、図８において図示していないが、システム制御部７０は、自動的に焦点調
節を行うオートフォーカス（ＡＦ）の制御などを実行する。
【００９９】
　次に、システム制御部７０は、レリーズスイッチの全押し操作（ＳＷ２の操作）が行わ
れたか否かを判定する（ステップＳ９）。全押し操作が行われたと判定した場合は、設定
部７３は、撮像素子１００に撮像を実行させる撮像処理を行う（ステップＳ１０）。なお
、ステップＳ１０における全押し操作に基づく撮像のことを本撮像という。本実施形態で
は、撮像部２０は、ステップＳ５において選択部７２により最後に設定された表示領域（
ライブビュー画像）における撮像条件に基づいて、撮像素子１００の画素領域（撮像領域
）１１３Ａに対して本撮像を行う。また、制御部７１は、画素領域（撮像領域）１１３Ａ
に対して本撮像された画像（静止画）を、画像表示領域５１０のすべての領域において表
示するように制御する。これにより、使用者は、どのような画像が撮像されたかを大きな
表示領域で確認することができる。
【０１００】
　なお、図９、図１０、図１１、図１２及び図１３を用いて静止画の撮影動作について説
明したが、動画の撮影動作についても同じ処理により実現される。この場合、各表示領域
（第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１
４）には、各撮像領域（第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域）
において異なる撮像条件（例えばフレームレート）で撮像された動画がそれぞれ表示され
る。また、この場合、操作ボタン表示領域５２０には、フレームレートを設定するための
ボタンが表示されることが好ましい。また、この場合も、制御部７１は、画素領域（撮像
領域）１１３Ａに対して本撮像された動画を、画像表示領域５１０のすべての領域におい
て表示する。
【０１０１】
　以上に説明したように、第１実施形態では、第１撮像条件で撮像を行う第１撮像素子（
撮像素子１００の一部の撮像素子）と第１撮像条件とは異なる第２撮像条件で撮像を行う
第２撮像素子（撮像素子１００の一部の撮像素子とは異なる撮像素子）とが複数配列され
、第１撮像素子に入射した被写体像に応じて生成された第１画像データと第２撮像素子に
入射した被写体像に応じて生成された第２画像データとを出力する撮像部２０と、第１画
像データにより示される第１画像（例えば第１表示領域５１１に表示される画像）と第２
画像データにより示される第２画像（例えば第２表示領域５１２に表示される画像）とを
表示部５０に表示して第１画像データ及び第２画像データの記録態様を選択可能なように
提示する制御部７１とを備える。このような構成によれば、撮像条件の変更に対応する複
数の画像の変化を確認することができる。
【０１０２】
　また、第１実施形態では、第１画像及び第２画像は、いずれもライブビュー画像であり
、第１画像データ及び第２画像データの記録態様を選択する選択部７２を備え、撮像部２
０は、選択部７２により選択された記録態様に対応する撮像条件で本撮像を行う。このよ
うな構成によれば、静止画又は動画の本撮像を開始する前に、異なる撮像条件で撮像され
た複数のライブビュー画像を確認した上で本撮像を行うことができる。また、第１実施形
態では、選択部７２は、表示部５０に形成されたタッチパネル５２を有するので、簡易な
操作でライブビュー画像を選択することができる。
【０１０３】
　また、第１実施形態では、撮像部２０の複数の撮像素子を少なくとも第１撮像素子と第
２撮像素子とに分割する分割部７４を備える。このような構成によれば、制御部７１が少
なくとも２つ以上のライブビュー画像を表示部５０に表示させることができるようになる
。また、第１実施形態では、分割部７４は、撮像部２０の撮像領域１１３Ａにおいて第１
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撮像素子及び第２撮像素子をそれぞれ全面的に複数配置する。このような構成によれば、
撮像部２０が使用者にとって同一に見える被写体像についての複数のライブビュー画像を
撮像することができる。従って、使用者が撮像条件の違いによる被写体像についてのライ
ブビュー画像の違いを容易に確認することができる。
【０１０４】
　また、第１実施形態では、第１撮像条件と第２撮像条件とを設定する設定部７３を備え
る。このような構成によれば、予め決められた撮像条件だけでなく、使用者により選択さ
れた撮像条件で撮像を行わせることも可能となる。また、第１実施形態では、設定部７３
は、撮像条件として、フレームレート、ゲイン、露光時間のうち、少なくとも１つを異な
らせる。このような構成によれば、使用者は、複数の撮像領域（複数のライブビュー画像
）ごとに、フレームレート、ゲイン、露光時間（シャッタースピード）を異ならせてライ
ブビュー画像を変化させ、変化させたライブビュー画像を確認した上で撮像を行うことが
できる。
【０１０５】
　また、第１実施形態では、設定部７３は、撮像条件として、ホワイトバランス、階調、
色調補正のうち、少なくとも１つを異ならせる。このような構成によれば、使用者は、複
数の撮像領域（複数のライブビュー画像）ごとに、ホワイトバランス、階調、色調補正を
異ならせてライブビュー画像を変化させ、変化させたライブビュー画像を確認した上で撮
像を行うことができる。
【０１０６】
　上記した第１実施形態において、設定部７３は、第１画像と第２画像との明るさが同じ
になるように、露光時間（シャッタースピード）及びゲイン（ＩＳＯ感度）のいずれか一
方の変更に応じて、露光時間及びゲインのいずれか他方を変更するように構成してもよい
。具体的には、設定部７３は、第１画像と第２画像とが同じ適正な明るさになるように、
第１撮像領域又は第２撮像領域において露光時間を長くするとゲインを低くし、露光時間
を短くするとゲインを高くする。このような構成によれば、使用者が同一の明るさとなる
異なる露光時間及びゲインの組み合わせによる画像の違いを事前の確認することができる
。
【０１０７】
　なお、図７に示したように、第１実施形態では、電子機器の一例としてデジタルカメラ
１について説明した。しかし、電子機器はデジタルカメラ１に限定されず、例えば撮像機
能を備えたスマートフォン、携帯電話、パーソナルコンピュータなどの機器で構成されて
もよい。また、図７に示す第１実施形態に係るデジタルカメラ１において、表示部５０は
電子機器の外部に設けられる構成であってもよい。この場合、システム制御部７０及び表
示部５０のそれぞれには、有線又は無線で信号（画像データや制御信号など）を送受信す
る通信部が設けられる。また、画像処理部３０とシステム制御部７０は一体で構成されて
もよい。この場合、１つのボディ側ＣＰＵを有するシステム制御部が制御プログラムに基
づいて処理を実行することにより画像処理部３０の機能とシステム制御部７０の機能を担
う。
【０１０８】
　＜第２実施形態＞
　上記した第１実施形態では、画像表示領域５１０における各表示領域（第１表示領域５
１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４）の撮像条件（
蓄積条件を含む）は同じ条件としていたが、第２実施形態では、各表示領域を複数の領域
に分割し、分割した領域ごとに異なる撮像条件（蓄積条件を含む）を設定する。
【０１０９】
　図１４は、第２実施形態のデジタルカメラ１に係る表示部５０Ａを示す図である。図１
４に示すように、表示部５０Ａの表示面５１Ａは、図８に示した表示面５１と同様に、画
像表示領域５１０Ａと操作ボタン表示領域５２０とが設けられている。画像表示領域５１
０Ａは、撮像部２０で撮像された画像、すなわち、静止画、動画、及びライブビュー画像
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を表示する領域である。また、操作ボタン表示領域５２０は、使用者が撮像条件などを設
定するためのメニューを表示する領域である。
【０１１０】
　画像表示領域５１０Ａは、４つの表示領域（第１表示領域５１６、第２表示領域５１７
、第３表示領域５１８、第４表示領域５１９）に分割されている。なお、第１表示領域５
１６、第２表示領域５１７、第３表示領域５１８及び第４表示領域５１９は、図８に示し
た第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１
４にそれぞれ相当する。各表示領域５１６，５１７，５１８，５１９内には、複数のブロ
ックＢ（ｉ，ｊ）が設定されている。図１４に示す例では、ブロックＢ（ｉ，ｊ）は、各
表示領域５１６，５１７，５１８，５１９において、水平方向（図１４の横方向）に８個
のブロック（ｉ＝１，２，３，４，５，６，７，８）が設定され、垂直方向（図１４の縦
方向）に６個のブロック（ｊ＝１，２，３，４，５，６）が設定されている。つまり、各
表示領域５１６，５１７，５１８，５１９が８×６個（＝４８個）のブロックに分割され
ている。
【０１１１】
　タッチパネル５２が表示面５１Ａ上に設けられている。なお、図１４において図示して
いないが、図８に示した場合と同様に、タッチパネル５２において、第１タッチ領域５１
６ａが第１表示領域５１６上に重なるように形成されている。また、第２タッチ領域５１
７ａが第２表示領域５１７上に重なるように形成されている。また、第３タッチ領域５１
８ａが第３表示領域５１８上に重なるように形成されている。また、第４タッチ領域５１
９ａが第４表示領域５１９上に重なるように形成されている。各タッチ領域５１６ａ，５
１７ａ，５１８ａ，５１９ａは、使用者により押された（タッチされた）ことを検出する
と、押された位置（いずれのタッチ領域であるか）を示す検出信号をシステム制御部７０
に出力する。
【０１１２】
　第１タッチ領域５１６ａは、複数のブロックＢ（ｉ，ｊ）に対応して複数のタッチ領域
Ｐ（ｉ，ｊ）に分かれている。同様に、第２タッチ領域５１７ａ、第２タッチ領域５１８
ａ及び第４タッチ領域５１９ａも、それぞれ、複数のブロックＢ（ｉ，ｊ）に対応して複
数のタッチ領域Ｐ（ｉ，ｊ）に分かれている。各タッチ領域Ｐ（ｉ，ｊ）は、使用者によ
り押された（タッチされた）ことを検出すると、押された位置（いずれのタッチ領域であ
るか）を示す検出信号をシステム制御部７０に出力する。なお、図１４に示す表示面５１
Ａにおいて、図８に示した表示面５１と同様の構成については同一符号を付して、重複す
る説明を省略する。
【０１１３】
　次に、第２実施形態に係るデジタルカメラ１の撮影動作について説明する。図１５は、
第２実施形態のシステム制御部７０が実行する撮影動作を説明するためのフローチャート
である。また、図１６及び図１７は、第２実施形態における表示面５１Ａの表示例を示す
図である。なお、デジタルカメラ１は静止画と動画を撮影することが可能であるが、静止
画を撮影する場合について説明する。
【０１１４】
　図１５に示すステップＳ１からＳ５までの処理は、図９に示したステップＳ１からＳ５
までの処理と同様であるため、重複する説明を省略する。使用者は、第１表示領域５１６
、第２表示領域５１７、第３表示領域５１８及び第４表示領域５１９のいずれかを選択し
た後（ステップＳ４，Ｓ５参照）、選択した１つの表示領域内の領域を選択することが可
能である。使用者が１つの表示領域内の領域を選択する場合、その表示領域内に設定され
ているブロックＢ（ｉ，ｊ）を指でタッチすること（又は指でなぞる）ことにより、表示
領域内の領域をブロック単位で選択する。タッチパネル５２は、使用者によりタッチされ
たタッチ領域Ｐ（ｉ，ｊ）に対応する検出信号をシステム制御部７０に出力する。
【０１１５】
　選択部７２は、タッチパネル５２からの検出信号に基づいて、使用者によって選択され
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た領域を認識する。図１６に示す例では、使用者によって第１表示領域５１６が選択され
ている。また、使用者によって第１表示領域５１６内の領域５１６Ａが選択されている。
この領域５１６Ａは、滝の後ろの背景の領域（図１６中の白線が引かれている領域）であ
る。具体的には、領域５１６Ａは、ブロックＢ（３，１），Ｂ（４，１），Ｂ（５，１）
，Ｂ（６，１），Ｂ（７，１），Ｂ（８，１），Ｂ（４，２），Ｂ（５，２），Ｂ（６，
２），Ｂ（７，２），Ｂ（８，２），Ｂ（５，３），Ｂ（６，３），Ｂ（７，３），Ｂ（
８，３），Ｂ（６，４），Ｂ（７，４），Ｂ（８，４）からなる領域である。
【０１１６】
　選択部７２は、使用者により領域が選択されたか否かを判定する（ステップＳ１１）。
使用者により領域が選択されたと判定した場合は、選択部７２は、使用者により選択され
た領域５１６Ａを設定する（ステップＳ１２）。具体的には、選択部７２は、駆動部２１
に対して使用者により選択されたブロックの位置などを指示する指示信号を出力する。
【０１１７】
　使用者は、選択した表示領域（すなわち第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及
び第４撮像領域のいずれか）における撮像条件を変更することが可能である。また、使用
者は、選択した表示領域内の領域における撮像条件を変更することも可能である。設定部
７２は、使用者により撮像条件が変更されたか否かを判定する（ステップＳ１４）。選択
部７２は、使用者により撮像条件が変更されたと判定した場合は、変更された撮像条件を
設定する（ステップＳ１５）。
【０１１８】
　例えば、使用者は、第１表示領域５１６の領域５１６Ａの撮像条件としてＩＳＯ感度を
設定する場合は、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２（すなわちタッチ領域５２２ａ）をタッチ
する。タッチパネル５２は、使用者によりタッチされたタッチ領域５２２ａに対応する検
出信号をシステム制御部７０に出力する。制御部７１は、図１６に示すように、ＩＳＯ感
度ボタン画像５２２の横にＩＳＯ感度の値を複数表示させる。設定部７３は、タッチパネ
ル５２において、ＩＳＯ感度のそれぞれの値の領域と重なるように新たにタッチ領域を設
定する。使用者は、ＩＳＯ感度の値のいずれかをタッチする。タッチパネル５２は、使用
者によりタッチされたタッチ領域に対応する検出信号をシステム制御部７０に出力する。
設定部７３は、使用者にタッチされたＩＳＯ感度の値を設定する。具体的には、設定部７
３は、使用者により選択されたＩＳＯ感度に応じたゲインを指示する指示信号を駆動部２
１に出力する。
【０１１９】
　駆動部２１は、使用者により選択された第１表示領域５１６に対応する第１撮像領域を
ブロック単位で指示する指示信号を受け取る。また、駆動部２１は、使用者により選択さ
れた第１表示領域５１６内の領域５１６Ａをブロック単位で指示する指示信号を受け取る
。また、駆動部２１は、使用者により選択された撮像条件を指示する指示信号を受け取る
。これに応じて、駆動部２１は、第１表示領域５１６の領域５１６Ａに対応するブロック
において、指示された撮像条件（シャッタースピード、ＩＳＯ感度）で撮像するように撮
像部２０を駆動する。なお、画像処理部３０は、使用者により選択された撮像条件を指示
する指示信号を受け取った場合は、指示された撮像条件（ホワイトバランス、階調、色調
補正などの制御パラメータ）に基づいて、領域５１６Ａに対応する領域のＲＡＷデータに
対して画像処理を実行する。また、レンズ駆動制御装置１５は、システム制御部７０から
の制御情報に基づいて絞り１４の開口径調節を行う。
【０１２０】
　このように画素領域１１３Ａにおける領域５１６Ａに対応する領域の撮像条件が変更さ
れると、第１ライブビュー画像における領域５１６Ａの画像が変化する。例えば、ＩＳＯ
感度を高くすると、被写体が少ない光量でも明るく撮像される。また、領域５１６Ａの暗
い部分が明るくなる。また、シャッタースピードを高くすると、動いている被写体のブレ
が少なくなる。
【０１２１】
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　このように、使用者は、第１表示領域５１６、第２表示領域５１７、第３表示領域５１
８及び第４表示領域５１９のいずれかを選択し、さらに選択した表示領域内の領域を選択
する。そして、使用者は、選択した領域における撮像条件を設定する。これにより、撮像
条件に変更に応じて変化するライブビュー画像中の所定領域の画像を確認することができ
る。
【０１２２】
　以上のようなステップＳ１からＳ５までの処理及びＳ１１からＳ１４までの処理は、使
用者による操作部５５のレリーズスイッチの半押し操作（ステップＳ８）が行われるまで
繰り返し実行される。なお、図１６においては、使用者が第１表示領域５１６の領域５１
６Ａを選択した場合について説明したが、使用者が第１表示領域５１６の他の領域を選択
した場合についても同様の処理が行われる。図１７に示す例では、第１表示領域５１６の
うち領域５１６Ａ以外の領域５１６Ｂが選択されている。そして、使用者によるＩＳＯ感
度ボタン画像５２２、シャッタースピードボタン画像５２３、ピクチャーコントロールボ
タン画像５２４などの選択に応じて、第１表示領域５１６内の領域５１６Ｂに表示される
画像が変化する。
【０１２３】
　その後、ステップＳ８からＳ１０までの処理を実行する。これらの処理については、図
９で説明した処理と同様であるため、重複する説明を省略する。
【０１２４】
　なお、図１４、図１５、図１６及び図１７を用いて静止画の撮影動作について説明した
が、動画の撮影動作についても同じ処理により実現される。この場合、各表示領域（第１
表示領域５１６、第２表示領域５１７、第３表示領域５１８及び第４表示領域５１９）に
は、各撮像領域（第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域）におい
て異なる撮像条件（例えばフレームレート）で撮像された動画がそれぞれ表示される。ま
た、この場合、操作ボタン表示領域５２０には、フレームレートを設定するためのボタン
が表示されることが好ましい。また、この場合も、制御部７１は、画素領域（撮像領域）
１１３Ａに対して本撮像された動画を、画像表示領域５１０のすべての領域において表示
する。
【０１２５】
　以上に説明したように、第２実施形態では、設定部７３は、第１撮像素子または第２撮
像素子の一部の撮像素子の撮像条件を、第１撮像条件または第２撮像条件と異なるように
設定する。このような構成によれば、第１実施形態の効果に加えて、第１表示領域５１６
、第２表示領域５１７、第３表示領域５１８及び第４表示領域５１９内における領域ごと
に撮像条件を変更することが可能となる。従って、使用者は、静止画又は動画の撮像を開
始する前に、領域ごとの撮像条件を変更して画像を作成することができる。このような処
理は画像の撮像前編集が行われるものといえる。
【０１２６】
　なお、第２実施形態においても、使用者が設定可能な領域ごとの撮像条件として、ＩＳ
Ｏ感度、シャッタースピード、及びピクチャーなどに限られない。例えば、上述したフレ
ームレート、間引き率、画素信号を加算する加算行数又は加算列数、デジタル化のビット
数なども領域ごとの撮像条件として設定可能に構成してもよい。また、色信号処理、ホワ
イトバランス調整、階調調整、圧縮率などのパラメータも領域ごとの撮像条件として設定
可能に構成してもよい。
【０１２７】
　＜第３実施形態＞
　上記した第１実施形態及び第２実施形態では、１つの表示部５０の４つの表示領域にラ
イブビュー画像を表示するように構成していた。これに対して、第３実施形態では、２つ
の表示部を設け、２つの表示部のうちの一方の表示部に２つのライブビュー画像又は静止
画を表示する。また、他方の表示部に２つのライブビュー画像又は静止画を合成したライ
ブビュー画像を表示する。
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【０１２８】
　図１８は、第３実施形態のデジタルカメラ１に係る画像処理部３０Ａ及びシステム制御
部７０の機能ブロック図である。なお、図１８は、図７に示した構成のうち、画像処理部
３０及びシステム制御部７０に相当する構成についてだけ示している。図１８に示すよう
に、画像処理部３０Ａは、画像生成部３１のほかに合成部３２を含んでいる。この合成部
３２は、異なる撮像条件で撮像された第１撮像領域の画像データと第２撮像領域の画像デ
ータとを合成する。なお、第３実施形態では、第１実施形態及び第２実施形態で説明した
場合（図５に示した配列バターン）と異なり、画素領域１１３Ａにおいて第１撮像領域及
び第２撮像領域だけが設定されている。この場合、この配列パターンでは、画素領域１１
３Ａにおいて、奇数の列（２ｍ－１）における奇数の行（２ｎ－１）のブロックと、偶数
の列（２ｍ）における偶数の行（２ｎ）のブロックとで第１撮像領域が構成される。また
、偶数の列（２ｍ）における奇数の行（２ｎ－１）のブロックと、奇数の列（２ｍ－１）
における偶数の行（２ｎ）のブロックとで第２撮像領域が構成される。すなわち、分割部
７４は、画素領域１１３Ａにおける各ブロックを市松模様となるように分割する。ｍ及び
ｎは正の整数（ｍ＝１，２，３，・・・、ｎ＝１，２，３，・・・）である。
【０１２９】
　図１９は、第３実施形態における第１表示部５０Ｂ及び第２表示部５３に画像を表示す
る場合の表示例を示す図である。上記した第１実施形態及び第２実施形態では、１つの表
示部５０だけが設けられていたが、第３実施形態では、２つの表示部（第１表示部５０Ｂ
及び第２表示部５３）が設けられている。なお、図１９において、電子機器（デジタルカ
メラ）１を背面から見た場合の外観を示している。図１９に示すように、第１表示部５０
Ｂは、方形状の表示面を有する表示パネルである。この第１表示部５０Ｂは、デジタルカ
メラ１の背面に設けられている。なお、図示していないが、第１タッチパネルは、第１表
示部５０Ｂの表示面上に形成されている。
【０１３０】
　また、第２表示部５３は、方形状の表示面を有する表示パネルである。この第２表示部
５３の端部が、デジタルカメラ１の背面かつ第１表示部５０Ｂの下方に設けられたヒンジ
（図示せず）によって回転可能に連結されている。第２表示部５３がヒンジを支点として
回転することにより、第１表示部５０Ｂが第２表示部５３によって開閉される。
【０１３１】
　デジタルカメラ１の上面には、レリーズスイッチ５５ａ、モードダイヤル５５ｂ、及び
動画スイッチ５５ｃが設けられている。レリーズスイッチ５５ａは、静止画を撮像する際
に使用者によって押されるスイッチである。なお、レリーズスイッチ５５ａの半押し操作
が行われることによって、ＡＦ（Automatic Focusing）やＡＥ（Automatic Exposure）な
どの撮影準備が行われる。モードダイヤル５５ｂは、ポートレート、風景、夜景などの各
種シーンモードを設定する際に使用者によって回転されるダイヤルである。動画スイッチ
５５ｃは、動画を撮像する際に使用者によって押されるスイッチである。また、デジタル
カメラ１の背面かつ第１表示部５０Ｂの側方には、マルチセレクタ５５ｄが設けられてい
る。マルチセレクタ５５ｄは、第１表示部５０Ｂ又は第２表示部５３に表示されるメニュ
ー（撮影モードを設定するためのメニュー）を、使用者が上下左右の矢印キーとＯＫスイ
ッチにより選択するためのキー及びスイッチである。なお、操作部５５は、レリーズスイ
ッチ５５ａ、モードダイヤル５５ｂ、動画スイッチ５５ｃ、及びマルチセレクタ５５ｄを
有している。なお、操作部５５は、これら以外のスイッチなどを有していてもよい。
【０１３２】
　図１９に示すように、制御部７１は、第２表示部５３の表示面の左側領域５３Ｌにおい
て、第１撮像領域のライブビュー画像又は静止画（夜間に撮像した人物の画像）を表示す
る。また、制御部７１は、第２表示部５３の表示面の右側領域５３Ｒにおいて、第２撮像
領域のライブビュー画像又は静止画を表示する。また、制御部７１は、第１表示部５１の
中央領域５１Ｇにおいて、第１撮像領域のライブビュー画像又は静止画と第２撮像領域の
ライブビュー画像又は静止画とを合成したライブビュー画像又は静止画を表示する。
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【０１３３】
　一般に、幅広いダイナミックレンジの画像を記録し表示するための画像合成技術として
、ＨＤＲ(High Dynamic Range)撮像が広く知られている。ＨＤＲ撮像では、撮像条件（例
えば露出）を変化させつつ複数枚の画像を撮像し、それらを合成することにより白飛びや
黒つぶれの少ない画像を生成する。しかし、従来のＨＤＲでは、例えば撮像条件の異なる
２枚の画像を撮像する撮像時間が異なっているため、被写体が移動したり、使用者（撮影
者）がデジタルカメラ１を動かしたりしてしまうことがある。この場合、複数枚の画像は
同一の被写体の画像ではないため、画像合成が困難である。これに対して、第３実施形態
では、撮像条件の異なる２枚の画像（ライブビュー画像又は静止画）の撮像時間を同じ時
刻（又は略同じ時刻）とすることができる。従って、第３実施形態の構成により従来のＨ
ＤＲ撮像の問題点を解決することができる。なお、ＨＤＲモードは、使用者によるマルチ
セレクタ５５ｄの操作などに応じて選択可能に構成する。
【０１３４】
　このような構成によれば、使用者は、異なる撮像条件で撮像された第１撮像領域におけ
る第１ライブビュー画像又は第１静止画と第２撮像領域における第２ライブビュー画像又
は第２静止画とを撮像前に確認することができるとともに、第１ライブビュー画像又は静
止画と第２ライブビュー画像又は静止画とを合成したダイナミックレンジの広いライブビ
ュー画像又は静止画についても撮像前に確認することができる。
【０１３５】
　上記した第３実施形態では、合成部３２は、第１撮像領域の画像データと第２撮像領域
の画像データとを合成してダイナミックレンジの広い画像データを生成していた。しかし
、このような構成に限らず、合成部３２は、第１撮像領域の画像データと第２撮像領域の
画像データとを合成して被写体のエッジ（輪郭）を強調した画像データを生成してもよい
。具体的には、設定部７３は、第１撮像領域のシャッタースピードを１／３０秒に設定し
、第２撮像領域のシャッタースピードを１／２００秒に設定する。この場合、撮像素子１
００が動きの速い被写体を撮像すると、撮像素子１００の第１撮像領域により生成された
第１画像の画像データは、被写体のブレが大きい画像データとなる。一方、第２撮像領域
により生成された画像データは、被写体のブレが少ない画像データとなる。合成部３２は
、第２画像の画像データにおける被写体のエッジ部分の画像データを、第１画像の画像デ
ータに付加して合成する。これにより、移動被写体のエッジ部分が強調された画像データ
が生成される。
【０１３６】
　制御部７１は、第２表示部５３の表示面の左側領域５３Ｌにおいて、第１撮像領域のラ
イブビュー画像又は静止画を表示する。また、制御部７１は、第２表示部５３の表示面の
右側領域５３Ｒにおいて、第２撮像領域のライブビュー画像又は静止画を表示する。また
、制御部７１は、第１表示部５１の中央領域５１Ｇにおいて、第１撮像領域のライブビュ
ー画像又は静止画と第２撮像領域のライブビュー画像又は静止画とを合成したライブビュ
ー画像又は静止画（被写体のエッジ部分が強調された合成画像）を表示する。このような
構成によれば、使用者は、異なるシャッタースピードで撮像された画像を確認することが
できるとともに、それらの画像を合成した合成画像を確認することができる。
【０１３７】
　＜第４実施形態＞
　上記した第１実施形態、第２実施形態及び第３実施形態では、制御部７１が第１表示領
域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４（又は第１
表示領域５１６、第２表示領域５１７、第３表示領域５１８及び第４表示領域５１９）に
おいて、それぞれ、第１ライブビュー画像、第２ライブビュー画像、第３ライブビュー画
像及び第４ライブビュー画像を表示するように制御していた。これに対し、第４実施形態
では、制御部７１が第１表示領域、第２表示領域、第３表示領域及び第４表示領域におい
て、それぞれ、第１動画、第２動画、第３動画及び第４動画を表示するように制御する。
また、表示部は、第１動画、第２動画、第３動画及び第４動画のフレームレートに合わせ
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たリフレッシュレート（単位時間あたりどれくらいでリフレッシュするかを示す値）で、
それぞれの動画を表示する。
【０１３８】
　図２０は、第４実施形態における表示面５１Ｃの表示例を示す図である。図２０に示す
ように、操作ボタン表示領域５４０には、フレームレートを設定するためのフレームレー
トボタン画像５４５が表示される。このフレームレートボタン画像５４５もメニュー画像
５４０Ｍに含まれる。なお、選択ボタン画像５４１、ＩＳＯ感度ボタン画像５４２、シャ
ッタースピードボタン画像５４３、及びピクチャーコントロールボタン画像５４４は、図
８等に示した選択ボタン画像５２１、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２、シャッタースピード
ボタン画像５２３、及びピクチャーコントロールボタン画像５２４に対応する。図２０に
示す表示例では、図８等に示した撮像モードボタン画像５２５に代えてフレームレートボ
タン画像５４５が設けられている。また、図２０に示す表示例では、第１表示領域５３１
、第２表示領域５３２、第３表示領域５３３及び第４表示領域５３４は、それぞれ、図８
等に示した第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示
領域５１４に対応する。
【０１３９】
　設定部７３は、使用者によるフレームレートボタン画像５４５の操作に応じて、又は自
動的に、撮像素子１００の第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域
において異なるフレームレートを設定する。例えば、設定部７３は、第１撮像領域のフレ
ームレートを３０ｆｐｓに設定し、第２撮像領域のフレームレートを６０ｆｐｓに設定し
、第３撮像領域のフレームレートを９０ｆｐｓに設定し、第４撮像領域のフレームレート
を１２０ｆｐｓに設定する。そして、設定部７３は、使用者による動画スイッチの操作に
応じて、撮像素子１００の第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領域
において異なるフレームレートによる動画の撮像を実行させる。
【０１４０】
　制御部７１は、画像表示領域５３０の第１表示領域５３１、第２表示領域５３２、第３
表示領域５３３及び第４表示領域５３４に、それぞれ、第１撮像領域、第２撮像領域、第
３撮像領域及び第４撮像領域において異なるフレームレートで撮像された動画を表示させ
る。一般に、液晶ディスプレイで構成された表示部は、表示面において同一のリフレッシ
ュレートで画像がリフレッシュ（更新）される。一方、第４実施形態では、表示部５０Ｃ
は、表示面５１Ｃの第１表示領域５３１、第２表示領域５３２、第３表示領域５３３及び
第４表示領域５３４において異なるリフレッシュレートでリフレッシュ可能に構成されて
いる。すなわち、表示部５０Ｃの表示面５１Ｃでは、第１表示領域５３１の各画素のリフ
レッシュを駆動する駆動回路、第２表示領域５３２の各画素のリフレッシュを駆動する駆
動回路、第３表示領域５３３の各画素のリフレッシュを駆動する駆動回路、及び第４表示
領域５３４の各画素のリフレッシュを駆動する駆動回路が別々に設けられている。このよ
うな構成によれば、使用者は、異なるフレームレートで撮像された複数の動画の違いを容
易に認識することができる。
【０１４１】
　また、制御部７１は、撮像素子１００の第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及
び第４撮像領域において異なるフレームレートで撮像された第１動画、第２動画、第３動
画及び第４動画の画像データを、それぞれ別々に記録部６０に記録するように制御する。
このような構成によれば、異なるフレームレートで撮像された複数の動画の画像データを
同時に記録部６０に記録させることができる。
【０１４２】
　なお、上記した第１実施形態、第２実施形態及び第３実施形態では、制御部７１は、表
示面の第１表示領域、第２表示領域、第３表示領域及び第４表示領域において、異なる撮
像条件（シャッタースピード、フレームレート等）で撮像されたライブビュー画像や動画
を表示する構成としていたが、表示面の第１表示領域、第２表示領域、第３表示領域及び
第４表示領域において、異なる撮像条件で撮像された静止画を表示する構成でもよい。こ
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の場合、制御部７１は、使用者によるレリーズスイッチの１回の撮像操作で撮像された第
１静止画、第２静止画、第３静止画及び第４静止画をそれぞれ第１表示領域、第２表示領
域、第３表示領域及び第４表示領域に表示するように制御する。このような構成により、
使用者は、異なる撮像条件で撮像された複数の静止画の違いを容易に認識することができ
る。
【０１４３】
　＜第５実施形態＞
　第５実施形態では、システム制御部７０は、第１表示領域、第２表示領域、第３表示領
域及び第４表示領域のうちのいずれかの表示領域において電子ズーム（デジタルズームと
もいう。）による画像の拡大表示を行った場合に、そのような画像の拡大表示に合わせて
他の表示領域においても画像の拡大表示を行う。
【０１４４】
　使用者は、電子ズームによる画像の拡大表示を行う場合は、例えば表示面上のタッチパ
ネルのタッチ操作などを行う。制御部７１は、使用者によるタッチパネルのタッチ操作な
どに応じて、画像を切り出す領域を指示する指示信号を画像処理部３０に出力する。画像
処理部３０は、システム制御部７０により指示された領域の画像データを切り出す処理（
トリミング処理）を行う。制御部７１は、画像処理部３０により切り出された領域の画像
データを表示部に出力させ、その領域の画像データに基づく画像を表示部の表示面に拡大
表示させる制御を行う。
【０１４５】
　図２１は、第５実施形態における電子ズームを行った場合の表示面５１Ｄの表示例を示
す図である。図２１に示す表示部５０Ｄの表示例では、第１表示領域５１１Ｄ、第２表示
領域５１２Ｄ、第３表示領域５１３Ｄ及び第４表示領域５１４Ｄは、それぞれ、図８等に
示した第１表示領域５１１、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域
５１４に対応する。なお、操作ボタン表示領域５２０は図８等に示した操作ボタン表示領
域と同様であるため、重複する説明を省略する。
【０１４６】
　例えば、図２１に示すように、使用者は、電子ズームによって第１表示領域５１１Ｄ内
の領域５１６Ｄに表示されている人物の画像Ｏ１の拡大表示を行うために、第１表示領域
５１１Ｄ上に形成されているタッチパネルのタッチ操作を行って領域５１６Ｄを選択する
。このような操作に応じて、制御部７１は、第１表示領域５１１Ｄ内の領域５１６Ｄに表
示されている人物の画像Ｏ１を、第１表示領域５１１Ｄの全領域に拡大表示させる。また
、制御部７１は、第１表示領域５１１Ｄにおける人物の画像Ｏ１の拡大表示と同じ表示倍
率で、第２表示領域５１２Ｄ、第３表示領域５１３Ｄ及び第４表示領域５１４Ｄにおいて
も人物の画像Ｏ１を拡大表示させる。すなわち、制御部７１は、第２表示領域５１２Ｄ内
の領域５１７Ｄに表示されている人物の画像Ｏ１を、第２表示領域５１２Ｄの全領域に拡
大表示させる。また、制御部７１は、第３表示領域５１３Ｄ内の領域５１８Ｄに表示され
ている人物の画像Ｏ１を、第３表示領域５１３Ｄの全領域に拡大表示させる。また、制御
部７１は、第４表示領域５１４Ｄ内の領域５１９Ｄに表示されている人物の画像Ｏ１を、
第４表示領域５１４Ｄの全領域に拡大表示させる。
【０１４７】
　なお、制御部７１は、第１表示領域５１１Ｄ、第２表示領域５１２Ｄ、第３表示領域５
１３Ｄ及び第４表示領域５１４Ｄのうちのいずれかの表示領域において電子ズームによる
画像の縮小表示を行った場合に、そのような画像の縮小表示に合わせて他の表示領域にお
いても画像の縮小表示を行うことも可能である。例えば、図２１に示すように、使用者は
、電子ズームによって第１表示領域５１１Ｄの全領域に表示されている人物の画像Ｏ１の
縮小表示を行うために、第１表示領域５１１Ｄ上に形成されているタッチパネルのタッチ
操作を行って第１表示領域５１１Ｄの全領域を選択する。このような操作に応じて、制御
部７１は、第１表示領域５１１Ｄの全領域に表示されている人物の画像Ｏ１を、第１表示
領域５１１Ｄの領域５１６Ｄに縮小表示させる。また、制御部７１は、第１表示領域５１
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１Ｄにおける人物の画像Ｏ１の縮小表示と同じ表示倍率で、第２表示領域５１２Ｄ、第３
表示領域５１３Ｄ及び第４表示領域５１４Ｄにおいても人物の画像Ｏ１を縮小表示させる
。
【０１４８】
　以上に説明したように、第５実施形態では、制御部７１は、表示部５０Ｄにおいて第１
画像（例えば第１表示領域５１１Ｄに表示されている人物の画像Ｏ１）及び第２画像（例
えば第２表示領域５１２Ｄに表示されている人物の画像Ｏ１）のいずれか一方を拡大また
は縮小することに合わせて、第１画像及び第２画像のいずれか他方を拡大または縮小する
。このような構成によれば、使用者は電子ズームにより画像を拡大または縮小させた場合
に、各表示領域に表示されている画像の大きさを合わせることができ、撮像条件の違いに
起因した各画像の違いを容易に認識することができる。また、使用者は画像ごとに拡大ま
たは縮小の操作を行う必要がなく、使用者の操作労力が増加しない。
【０１４９】
　なお、使用者がタッチパネルのタッチ操作を行うことにより電子ズームを実行する構成
に限られず、使用者が操作部５５の電子ズームスイッチ（例えば電子ズームの実行時に操
作されるスイッチ）などを操作することにより電子ズームを実行する構成でもよい。
【０１５０】
　＜第６実施形態＞
　図２２は、第６実施形態における表示面５１Ｅの表示例を示す図である。図２２に示す
表示部５０Ｅの表示例では、第１表示領域５１１Ｅ、第２表示領域５１２Ｅ、第３表示領
域５１３Ｅ及び第４表示領域５１４Ｅは、それぞれ、図８等に示した第１表示領域５１１
、第２表示領域５１２、第３表示領域５１３及び第４表示領域５１４に対応する。なお、
操作ボタン表示領域５２０は図８等に示した操作ボタン表示領域と同様であるため、重複
する説明を省略する。
【０１５１】
　図２２に示すように、制御部７１は、第１表示領域５１１Ｅ、第２表示領域５１２Ｅ、
第３表示領域５１３Ｅ及び第４表示領域５１４Ｅにおいて、第１画像、第２画像、第３画
像及び第４画像の上に重ねて、これらの画像の撮像条件をそれぞれ表示する。図２２に示
す例では、第１画像の撮像条件として、ＩＳＯ感度として「１００」が設定され、シャッ
タースピードとして「１／２秒」が設定され、ピクチャーコントロールとして「スタンダ
ード」が設定され、撮影モードとして「Ｐ」が設定されている状態を示している。また、
第２画像の撮像条件として、ＩＳＯ感度として「２００」が設定され、シャッタースピー
ドとして「１／１００秒」が設定され、ピクチャーコントロールとして「スタンダード」
が設定され、撮影モードとして「Ｐ」が設定されている状態を示している。また、第３画
像の撮像条件として、ＩＳＯ感度として「４００」が設定され、シャッタースピードとし
て「１／５００秒」が設定され、ピクチャーコントロールとして「スタンダード」が設定
され、撮影モードとして「Ｐ」が設定されている状態を示している。また、第４画像の撮
像条件として、ＩＳＯ感度として「８００」が設定され、シャッタースピードとして「１
／１０００秒」が設定され、ピクチャーコントロールとして「スタンダード」が設定され
、撮影モードとして「Ｐ」が設定されている状態を示している。このような構成によれば
、使用者は各表示領域において現在設定されている撮像条件を容易に確認することができ
る。
【０１５２】
　なお、表示部の表示面の下部に、使用者により選択されている表示領域（例えば第１表
示領域）において現在設定されている撮像条件を表示する撮像条件表示領域が設ける構成
でもよい。また、制御部７１は、撮像条件を所定時間だけ表示する構成でもよい。また、
撮像条件の表示を行うか否かを選択するスイッチ（操作部５５のスイッチ又はタッチパネ
ル上のスイッチ）を設け、制御部７１は、そのスイッチの操作に応じて、撮像条件表示領
域５５０の撮像条件の表示又は非表示を制御する構成でもよい。
【０１５３】
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　＜第７実施形態＞
　図１０等に示す操作ボタン表示領域５２０において、各ボタン５２１，５２２，５２３
，５２４，５２５は、それぞれ予め決められた順序で配置されていた。すなわち、選択ボ
タン画像５２１は一番上に配置され、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２は上から２番目（すな
わち選択ボタン画像５２１の下）に配置され、シャッタースピードボタン画像５２３は上
から３番目（すなわちＩＳＯ感度ボタン画像５２２の下）に配置され、ピクチャーコント
ロールボタン画像５２４は上から４番目（すなわちシャッタースピードボタン画像５２３
の下）に配置され、撮像モードボタン画像５２５は一番下に配置されていた。一方、第７
実施形態では、制御部７１が表示領域内の被写体に応じて各ボタン５２１，５２２，５２
３，５２４，５２５の配置を変更して表示する。また、第７実施形態では、制御部７１が
優先度の高いボタンを他のボタンの表示態様と異なる表示態様で表示する。
【０１５４】
　図２３は、第７実施形態における表示面５１Ｆの表示例を示す図である。図２３に示す
表示部５０Ｆの表示例では、選択ボタン画像５２１は一番上に配置され、シャッタースピ
ードボタン画像５２３は上から２番目（すなわち選択ボタン画像５２１の下）に配置され
、ピクチャーコントロールボタン画像５２４は上から３番目（すなわちシャッタースピー
ドボタン画像５２３の下）に配置され、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２は上から４番目（す
なわちピクチャーコントロールボタン画像５２４の下）に配置され、撮像モードボタン画
像５２５は一番下に配置されている。また、図２３に示すように、シャッタースピードボ
タン画像５２３は、他のボタン（選択ボタン画像５２１、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２、
ピクチャーコントロールボタン画像５２４、撮像モードボタン画像５２５）よりも大きな
領域のボタンとなっている。
【０１５５】
　また、タッチパネル５２において、タッチ領域５２１ａが選択ボタン画像５２１上に重
なるように形成されている。また、タッチ領域５２３ａがシャッタースピードボタン画像
５２３上に重なるように形成されている。また、タッチ領域５２４ａがピクチャーコント
ロールボタン画像５２４上に重なるように形成されている。また、タッチ領域５２２ａが
ＩＳＯ感度ボタン画像５２２上に重なるように形成されている。また、タッチ領域５２５
ａが撮像モードボタン画像５２５上に重なるように形成されている。なお、タッチ領域５
２３ａは、シャッタースピードボタン画像５２３の領域の大きさに合わせて、他のボタン
の領域よりも大きな領域となっている。
【０１５６】
　次に、画像処理部３０及びシステム制御部７０による各ボタン５２１，５２２，５２３
，５２４，５２５の配置の変更処理について説明する。使用者が撮像条件を変更するとき
に、システム制御部７０は、画像処理部３０に対して移動被写体の検出を指示する。画像
処理部３０は、ライブビュー画像から時系列的に得られる複数の画像データを比較して、
移動被写体と非移動被写体とを検出する。そして、画像処理部３０は、検出結果を画像デ
ータとともにシステム制御部７０に出力する。
【０１５７】
　制御部７１は、画像処理部３０の検出結果に基づいて、選択部７２により選択された表
示領域内に移動被写体が含まれているか否かを判定する。制御部７１は、選択部７２によ
り選択された表示領域内に移動被写体が含まれていると判定した場合は、図２３に示すよ
うに、シャッタースピードを設定するためのボタンであるシャッタースピードボタン画像
５２３を上から２番目の位置に表示させる。また、制御部７１は、シャッタースピードボ
タン画像５２３を他のボタンよりも大きく表示させる。
【０１５８】
　シャッタースピードの変更により、移動被写体の写り方が変化する。例えば、移動被写
体が滝である場合、シャッタースピードを高く（速く）することにより、滝の水の流れが
瞬間的に止まったような画像となる。一方、シャッタースピードを低く（遅く）すること
により、滝の水の流れが糸に見えるような画像となる。このように、移動被写体について
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は、シャッタースピードが他の撮像条件よりも被写体の写り方に大きく影響する。従って
、制御部７１は、領域内に移動被写体が含まれている場合、シャッタースピードの優先度
が他の撮像条件よりも高いと判断する。そして、制御部７１は、シャッタースピードボタ
ン画像５２３の位置を上に移動させるとともに、シャッタースピードボタン画像５２３を
大きな領域のボタンとして表示させる。これにより、優先度の高いボタンが使用者にとっ
て操作しやすい位置に配置され、使用者の操作性が向上する。また、優先度の高いボタン
（つまり撮像条件）が他のボタン（つまり撮像条件）よりも目立つようになり、使用者に
優先度の高いボタンの操作を促すことができる。
【０１５９】
　上述した例では、制御部７１は、領域内の被写体が移動被写体であるか否かによってボ
タンの配置や表示態様（大きさ）を変更するようにしていたが、このような構成に限らな
い。例えば、システム制御部７０は、画像処理部３０に対して画像の明度の検出を指示す
る。画像処理部３０は、ライブビュー画像に基づいて領域内の画像の明度を検出する。そ
して、画像処理部３０は、検出結果を画像データとともにシステム制御部７０に出力する
。
【０１６０】
　制御部７１は、画像処理部３０による明度の検出結果に基づいて、選択部７２により選
択された領域内の画像の明度が所定範囲内の値であるか否かを判定する。制御部７１は、
領域内の画像の明度が所定範囲内の値でないと判定した場合は、ＩＳＯ感度を設定するた
めのボタンであるＩＳＯ感度ボタン画像５２２を上から２番目の位置に表示させる。また
、制御部７１は、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２を他のボタンよりも大きく表示させる。
【０１６１】
　ＩＳＯ感度の変更により、ライブビュー画像の暗い部分が明るくなり、明るい部分が暗
くなる。領域内の明度が所定範囲内の値でない場合、すなわち、領域内の画像が明るすぎ
る場合や暗すぎる場合は、ＩＳＯ感度を変更することにより最適露出に近づけることがで
きる。従って、制御部７１は、領域内の画像が所定範囲内の値でない場合、ＩＳＯ感度の
優先度が他の撮像条件よりも高いと判断する。そして、制御部７１は、ＩＳＯ感度ボタン
画像５２２の位置を上に移動させるとともに、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２を大きな領域
のボタンとして表示させる。これにより、優先度の高いボタンが使用者にとって操作しや
すい位置に配置され、使用者の操作性が向上する。また、優先度の高いボタン（つまり撮
像条件）が他のボタン（つまり撮像条件）よりも目立つようになり、使用者に優先度の高
いボタンの操作を促すことができる。
【０１６２】
　なお、優先度の高いボタンを目立たせるような表示態様として、ボタンを大きくするほ
かに、ボタンの色を変更したり、ボタンを点滅表示させたりするような表示態様などでも
よい。また、優先度の高いボタンが使用者により押される前に、そのボタンの横に撮像条
件の値を複数表示させることにより、優先度の高いボタンを目立たせるようにしてもよい
。また、ボタンの配置だけを変更する構成でもよく、また、ボタンの表示態様だけを変更
する構成でもよい。
【０１６３】
　また、使用者がボタンを操作する順序に応じて、ボタンの配置を変更し、ボタンの表示
態様を変更するようにしてもよい。例えば、使用者は、選択ボタン画像５２１を押した後
に表示領域を選択する。次に、使用者は、撮像モードボタン画像５２５を押して撮影モー
ドとしてマニュアルモードを選択する。その後に、使用者は、表示領域ごとに撮像条件を
変更する。このような場合、制御部７１は、選択ボタン画像５２１を一番上に配置すると
ともに選択ボタン画像５２１を大きくする。次に、制御部７１は、撮像モードボタン画像
５２５を一番上に配置するとともに撮像モードボタン画像５２５を大きくする。その後、
制御部７１は、表示領域ごとの被写体（画像）に応じて、ＩＳＯ感度ボタン画像５２２、
シャッタースピードボタン画像５２３、及びピクチャーコントロールボタン画像５２４の
いずれかを一番上に配置し、さらに、その一番上のボタンを大きくする。このように、使
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用者の操作手順に沿った順序でボタンの配置や表示態様を変更することにより、使用者に
よる操作の利便性が向上する。
【０１６４】
　＜第８実施形態＞
　一般に、シャッター幕が全開になると同時にストロボを発光させることを先幕シンクロ
という。一方、シャッター幕が閉じ始める直前にストロボを発光させることを後幕シンク
ロという。第８実施形態では、設定部７３は、第１撮像領域及び第２撮像領域に対して遅
いシャッタースピード（例えば１／２秒）を設定する。また、システム制御部７０は、第
１撮像領域において電荷蓄積を終了させる直前にストロボ９０を発光させる。つまり、第
１撮像領域では後幕シンクロで撮像を行う。また、システム制御部７０は、第２撮像領域
において電荷蓄積を開始すると同時にストロボ９０を発光させる。つまり、第２撮像領域
では先幕シンクロで撮像を行う。
【０１６５】
　図２４は、第８実施形態におけるストロボ９０の発光タイミングと電荷蓄積のタイミン
グとを示すタイミングチャートである。図２４に示すように、設定部７３は、ストロボ９
０が発光を開始するタイミングｔ２よりも前のタイミングｔ１から、ストロボ９０による
発光の光量が消失したタイミングｔ３まで、第１撮像領域において電荷蓄積を開始させる
。また、設定部７３は、ストロボ９０が発光を開始するタイミングｔ２から、ストロボ９
０からの光量が消失したタイミングｔ３よりも後のタイミングｔ４まで、第２撮像領域に
おいて電荷蓄積を開始させる。そして、制御部７１は、第１撮像領域で生成された画像デ
ータにより示される第１画像を第１表示領域５１１に表示し、第２撮像領域で生成された
画像データにより示される第２画像を第２表示領域５１２に表示する。
【０１６６】
　これにより、使用者は後幕シンクロで撮影された第１画像と先幕シンクロで撮影された
第２画像とがどのように違うかについて事前に確認することができる。例えば、先幕シン
クロの場合は、被写体である車のライトや車は光跡と残像は車の前に残る。従って、本当
は車が前進しているのに車がバックしているような画像となる。一方、後幕シンクロの場
合は、車のライトや車は光跡と残像は自然に車の後ろに出現する画像となる。
【０１６７】
　＜第９実施形態＞
　第９実施形態では、上記した第１実施形態におけるデジタルカメラ１を、撮像装置１Ａ
と電子機器１Ｂとに分離した構成としている。
【０１６８】
　図２５は、第９実施形態に係る撮像装置１Ａ及び電子機器１Ｂの構成を示すブロック図
である。図２５に示す構成において、撮像装置１Ａは、被写体の撮像を行う装置である。
この撮像装置１Ａは、レンズ部１０、撮像部２０、画像処理部３０、ワークメモリ４０、
操作部５５、記録部６０、及び第１システム制御部７０Ａを備える。なお、撮像装置１Ａ
のうち、レンズ部１０、撮像部２０、画像処理部３０、ワークメモリ４０、操作部５５、
及び記録部６０の構成は、図７に示した構成と同様である。従って、同一構成には同一符
号を付し、重複する説明を省略する。
【０１６９】
　また、電子機器１Ｂは、画像（静止画、動画、ライブビュー画像）の表示を行う装置で
ある。この電子機器１Ｂは、表示部５０及び第２システム制御部（制御部）７０Ｂを備え
る。なお、電子機器１Ｂのうちの表示部５０の構成は、図７に示した構成と同様である。
従って、同一構成には同一符号を付し、重複する説明を省略する。
【０１７０】
　第１システム制御部７０Ａは、第１通信部７５Ａを有している。また、第２システム制
御部７０Ｂは、第２通信部７５Ｂを有している。第１通信部７５Ａと第２通信部７５Ｂと
は、互いに有線又は無線で信号を送受信する。このような構成において、第１システム制
御部７０Ａは、第１通信部７５Ａを介して画像データ（画像処理部３０が画像処理した画
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像データ、記録部６０に記録されている画像データ）を第２通信部７５Ｂに送信する。第
２システム制御部７０Ｂは、第２通信部７５Ｂにおいて受信した画像データを表示部５０
に表示させる。また、第２システム制御部７０Ｂは、予め設定されているメニュー画像を
第２表示部５３に表示させる。
【０１７１】
　また、第２システム制御部７０Ｂは、使用者によるタッチパネル５２のタッチ操作に応
じて、又は自動的に、撮像条件（蓄積条件を含む）を変更する制御を行う。また、第２シ
ステム制御部７０Ｂは、使用者によるタッチパネル５２のタッチ操作に応じて、又は自動
的に、画像表示領域５１０内の各表示領域を選択する制御を行う。また、第１システム制
御部７０Ａは、使用者による操作部（電子機器１Ｂ側に設けられた静止画や動画の撮像開
始を指示する操作部）５５の操作に応じて撮像の制御を実行する。
【０１７２】
　図７に示す構成（制御部７１、選択部７２、設定部７３、及び分割部７４）は、第１シ
ステム制御部７０Ａと第２システム制御部７０Ｂのいずれに設けられてもよい。図７に示
すすべての構成は、第１システム制御部７０Ａ又は第２システム制御部７０Ｂに設けられ
てもよく、また図７に示す構成の一部が第１システム制御部７０Ａに設けられ、図７に示
す構成の一部以外の構成が第２システム制御部７０Ｂに設けられてもよい。
【０１７３】
　なお、撮像装置１Ａは、例えば撮像機能と通信機能を備えたデジタルカメラ、スマート
フォン、携帯電話、パーソナルコンピュータなどで構成され、電子機器１Ｂは、例えば通
信機能を備えたスマートフォン、携帯電話、携帯型パーソナルコンピュータなどの携帯端
末で構成される。
【０１７４】
　図２５に示す第１システム制御部７０Ａは、ボディ側ＣＰＵが制御プログラムに基づい
て処理を実行することにより実現される。また、図２５に示す第２システム制御部７０Ｂ
は、ボディ側ＣＰＵが制御プログラムに基づいて処理を実行することにより実現される。
【０１７５】
　以上に説明したように、第９実施形態では、第１実施形態で説明した効果に加え、スマ
ートフォンなどの携帯端末を用いて撮像装置１Ａで撮像されている複数のライブビュー画
像を確認した上で撮像を行うことができる。
【０１７６】
　なお、図２５に示す構成において、画像処理部３０と第１システム制御部７０Ａとは一
体で構成されてもよい。この場合、１つのボディ側ＣＰＵを有するシステム制御部が制御
プログラムに基づいて処理を行うことにより画像処理部３０の機能と第１システム制御部
７０Ａの機能を担う。
【０１７７】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は、上記実施の形
態に記載の範囲には限定されない。本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、上記実施の形態に
、多様な変更または改良を加えることが可能である。また、上記の実施形態で説明した要
件の１つ以上は、省略されることがある。そのような変更または改良、省略した形態も本
発明の技術的範囲に含まれる。また、上記した実施形態や変形例の構成を適宜組み合わせ
て適用することも可能である。
【０１７８】
　例えば、上記した各実施形態において、カラーフィルタ１０２の配列がベイヤー配列と
されていたが、この配列以外の配列であってもよい。また、単位グループ１３１を形成す
る画素の数は、少なくとも１つの画素を含んでいればよい。また、ブロックも少なくとも
１画素を含んでいればよい。従って、１画素ごとに異なる撮像条件で撮像を実行すること
も可能である。
【０１７９】
　また、上記した各実施形態において、駆動部２１は、一部又はすべての構成が撮像チッ
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プ１１３に搭載されてもよいし、一部又はすべての構成が信号処理チップ１１１に搭載さ
れてもよい。また、画像処理部３０の一部の構成が撮像チップ１１３又は信号処理チップ
１１１に搭載されてもよい。また、システム制御部７０の一部の構成が撮像チップ１１３
又は信号処理チップ１１１に搭載されてもよい。
【０１８０】
　また、上記した各実施形態において、使用者が表示領域を選択した後に撮像条件（蓄積
条件を含む）を変更するように構成していたが、使用者が撮像条件を変更した後に、その
変更した撮像条件を反映させる表示領域を選択するように構成してもよい。また、上記し
た第１実施形態及び第２実施形態において、制御部７１は、表示パネル５１おける４つの
表示領域のうち、使用者により選択された表示領域（ライブビュー画像）を表示パネル５
１から消去するようにしてもよい。このような構成によれば、使用者が撮像を望まない撮
像条件のライブビュー画像を消去して、使用者が望むライブビュー画像を容易に見比べる
ことができるようになる。また、制御部７１は、使用者により選択された表示領域（ライ
ブビュー画像）を表示パネル５１から消去した場合に、消去した表示領域のスペースに合
成部３２が合成したライブビュー画像を表示してもよい。
【０１８１】
　また、上記した各実施形態において、１回の全押し操作に応じて、撮像部２０は画素領
域１１３Ａのすべての領域（全画素）について、使用者に選択された表示領域の撮像条件
で撮像を行うように構成していた。しかし、このような構成に限らず、１回の全押し操作
に応じて、撮像部２０は画素領域１１３Ａのうち、分割された１つの撮像領域（例えば第
１撮像領域）について、使用者に選択された表示領域の撮像条件で撮像を行う構成でもよ
い。また、使用者が２つ以上の表示領域を選択可能としてもよい。この場合、１回の全押
し操作に応じて、撮像部２０は画素領域１１３Ａのうち、分割された２つ以上の撮像領域
（例えば第１撮像領域と第２撮像領域）について、使用者に選択された２つ以上の表示領
域の撮像条件で同時に撮像を行う構成でもよい。
【０１８２】
　また、図５に示したように、画素領域１１３Ａにおける各撮像領域は、それぞれ、異な
る複数のブロックで構成されている。従って、画像生成部３１は、各撮像領域で撮像した
ライブビュー画像を重ね合わせて画素領域１１３Ａの全画素についての１つのライブビュ
ー画像を生成することも可能である。そして、制御部７１は、そのように画像生成部３１
が生成したライブビュー画像を表示パネル５１（画像表示領域５１０）に表示するように
してもよい。また、画像表示領域５１０における各表示領域５１１，５１２，５１３，５
１４（又は各表示領域５１６，５１７，５１８，５１９）は同じ面積の表示領域とされて
いたが、異なる面積の表示領域とされてもよい。
【０１８３】
　また、上記した各実施形態において、操作ボタン表示領域５２０は、画像表示領域５１
０の近傍に設けられていたが、画像表示領域５１０の近傍でない位置に設けられてもよい
。また、操作ボタン表示領域５２０は、画像表示領域５１０と重畳した位置に配置されて
もよい。また、使用者がタッチパネル５２をタッチ操作することに代えて、操作部５５を
操作するようにしてもよい。
【０１８４】
　また、上記した各実施形態において、使用者が選択したライブビュー画像の撮像条件と
、レリーズスイッチ等の全押し操作に応じて撮像するときの撮像条件とは同じ条件である
ことを想定している。ライブビュー画像において実際に撮像される画像を確認することが
できるようにするためである。しかし、ライブビュー画像の撮像条件と実際に撮像される
画像の撮像条件とを異ならせてもよい。この場合、使用者がライブビュー画像に基づいて
実際に撮像される画像を認識できる程度の撮像条件の変更とされる。
【０１８５】
　また、上記した各実施形態において、図５に示したように、分割部７４は、撮像素子１
００の撮像領域１１３Ａを、第１撮像領域、第２撮像領域、第３撮像領域及び第４撮像領
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に分割してもよく、第１撮像領域と第２撮像領域と第３撮像領域との３つの領域に分割し
てもよく、５以上の撮像領域に分割してもよい。この場合、分割部７４が分割した撮像領
域の数に合わせて、表示領域が表示部の画像表示領域に設けられる。すなわち、分割部７
４が２つの撮像領域に分割した場合は、２つの表示領域（第１表示領域と第２表示領域）
が画像表示領域に設けられ、分割部７４が５以上の撮像領域に分割した場合は、５以上の
表示領域が画像表示領域に設けられる。
【０１８６】
　また、上記した各実施形態では、画像表示領域における第１表示領域、第２表示領域、
第３表示領域及び第４表示領域の大きさは固定であったが、第５実施形態では、画像表示
領域における第１表示領域、第２表示領域、第３表示領域及び第４表示領域の大きさ（面
積）を変更可能に構成してもよい。使用者は、例えば第１表示領域を指でつまむようにし
た後に指を遠ざける操作（ピンチアウト操作）を行う。このような操作に応じて、制御部
７１は、第１表示領域を拡大表示するように制御する。また、制御部７１は、第１表示領
域の拡大表示に応じて、第２表示領域、第３表示領域及び第４表示領域を自動的に縮小表
示するように制御する。このような構成によれば、使用者が最も見たい（注目している画
像を表示している表示領域）を拡大することができる。
【０１８７】
　反対に、使用者は、例えば第１表示領域を指でつまむようにした後に指を近づける操作
（ピンチイン操作）を行う。このような操作に応じて、制御部７１は、第１表示領域を縮
小表示するように制御する。また、制御部７１は、第１表示領域の縮小表示に応じて、第
２表示領域、第３表示領域及び第４表示領域を自動的に拡大表示するように制御する。こ
のような構成によれば、使用者が注目していない画像を表示している表示領域を縮小する
ことができる。
【０１８８】
　なお、制御部７１は、使用者の操作に応じて表示領域を拡大又は縮小するように構成し
ていたが、推奨する撮像条件で撮像された画像を表示する表示領域を自動的に拡大し、他
の表示領域を拡大した表示領域のサイズに合わせて自動的に縮小するように構成してもよ
い。
【０１８９】
　なお、表示部５０，５０Ａ，５０Ｂ，５０Ｃ，５０Ｄ，５０Ｅ，５０Ｆは、電圧の印加
によりバックライトの透過を制御して各画素の表示を制御する液晶ディスプレイで構成さ
れている場合に限定されず、電圧の印加により自発的な発光を制御して各画素の表示を制
御する有機エレクトロルミネッセンス型の液晶ディスプレイで構成されていてもよい。
【符号の説明】
【０１９０】
　１，１Ｂ…デジタルカメラ１Ａ…撮像装置、２０…撮像部、３０，３０Ａ…画像処理部
、３１…画像生成部、３２…合成部、５０，５０Ａ，５０Ｃ，５０Ｄ，５０Ｅ，５０Ｆ…
表示部、５０Ｂ…第１表示部、５１，５１Ａ，５１Ｃ，５１Ｄ，５１Ｅ，５１Ｆ…表示面
、５２…タッチパネル（選択部）、５３…第２表示部、７０…システム制御部、７０Ａ…
第１システム制御部、７０Ｂ…第２システム制御部、７１…制御部、７２…選択部、７２
…設定部、７３…設定部、７４…分割部、１００…撮像素子
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